
農
村
人
民
公
杜
の
所
有
制
と
発
展
構
造

「
生
産
隊
を
基
本
と
す
る
三
級
所
有
制
」

松
　
野

召口

二

一
　
問
題
提
起
と
し
て

二
　
「
生
産
隊
を
基
本
と
す
る
三
級
所
有
制
」
の
主
体
と
対
象

三
　
人
民
公
杜
に
お
け
る
生
産
と
管
理
制
度

四
　
人
民
公
杜
に
お
け
る
分
耐
関
係
・
分
配
制
度

五
　
所
有
構
逃
の
い
っ
そ
う
の
発
展
・
杜
会
化

□
補
論
〕
　
「
政
・
社
合
一
」

問
題
提
起
と
し
て

　
あ
ら
ゆ
る
礼
会
制
度
ｏ
某
礎
に
は
、
一
定
の
歴
史
的
所
有
形
態
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
所
有
○
閉
趣
は
、
人
類
祉
会
の
歴

史
に
未
い
て
、
つ
ね
に
、
も
っ
と
も
閉
心
を
ひ
く
班
柄
で
あ
っ
た
。
所
有
形
態
、
と
り
わ
け
生
雌
諦
手
段
の
所
有
形
態
の
問
趣
が
、

礼
会
党
腱
に
お
け
る
急
速
な
変
革
の
時
期
つ
ま
り
革
命
の
時
期
に
す
ぐ
れ
て
鋭
く
捉
起
さ
れ
た
こ
と
は
腔
吏
が
疑
い
な
く
し
め
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ユ
ソ
ゲ
ル
ス
は
桁
揃
し
て
い
る
；
「
こ
れ
ま
で
に
お
こ
っ
た
す
べ
て
○
革
命
は
、
あ
る
姿
態
○
所
有
を
他
○

姿
態
の
所
布
に
た
い
し
て
ま
も
る
た
め
の
革
命
で
あ
っ
た
」
（
牝
哉
峨
ボ
楓
鮒
榊
雛
、
一
イ
紗
頸
鳩
切
蝸
）
。

　
　
　
農
村
人
民
公
祉
の
所
有
制
と
発
於
構
逃
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
　
（
五
一
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二
　
（
五
一
八
）

　
世
界
が
二
つ
の
体
制
　
　
杜
会
主
義
体
制
と
資
本
主
義
体
制
　
　
に
分
裂
し
、
資
本
主
義
体
制
か
ら
新
し
い
諸
国
が
脱
落
し
て
杜

会
主
義
的
な
発
展
の
道
を
進
み
、
杜
会
主
義
世
界
体
制
が
人
類
杜
会
の
発
展
の
決
定
的
要
因
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
代
に
お
い
て
、
杜

会
主
義
的
所
有
に
関
す
る
間
題
は
、
杜
会
的
理
論
と
杜
会
的
実
践
の
中
心
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
　
「
杜
会
主
義
杜
会
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

て
も
、
基
本
的
な
矛
盾
は
、
ヤ
は
り
生
産
閑
係
と
生
産
力
と
の
問
の
矛
盾
で
あ
り
、
上
部
構
造
と
経
済
的
基
礎
と
の
問
の
矛
盾
で
あ

る
」
（
序
洲
練
細
似
靴
榊
螂
３
蝸
肋
正
靴
榊
融
峨
鋤
糊
憧
昧
乃
肝
け
Ｌ
）
以
上
、
す
な
わ
ち
、
杜
会
主
義
が
杜
会
発
展
の
基
本
法
則
の
作
用
範
囲
を
で
な

い
以
上
、
そ
の
、
生
産
閑
係
の
総
体
を
規
制
す
る
所
有
の
間
題
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
猟
一
次
的
な
理
論
的
．
実
践
的
意
義
を
も
つ
も

の
で
あ
る
・
そ
し
て
・
現
在
、
杜
会
主
義
諸
因
が
杜
会
主
義
体
制
・
生
産
方
法
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
、
さ
ら
に
し
だ
い
に
共
産
主

義
へ
移
行
す
る
段
階
で
と
く
に
基
幹
的
な
重
要
性
を
も
っ
て
提
起
さ
れ
て
い
る
の
は
、
じ
つ
に
杜
会
主
義
的
集
団
所
有
が
一
段
と
杜

会
化
し
全
人
民
的
所
有
と
融
合
し
て
共
産
主
義
的
な
単
一
の
全
人
民
的
所
有
を
創
設
す
る
間
魎
で
あ
る
。
一
九
五
八
年
三
月
以
来
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

連
邦
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
一
連
の
農
業
改
革
（
Ｍ
Ｔ
Ｓ
改
紅
と
コ
ル
ホ
、
ズ
の
連
合
強
化
な
ど
）
お
よ
び
一
九
五
八
年
夏
い
ご
中
因
に

お
け
る
人
民
公
礼
運
動
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
問
題
に
直
接
ふ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
従
来
・
こ
う
し
た
某
幹
的
か
つ
今
日
的
な
意
義
を
も
つ
人
民
公
杜
の
所
有
制
に
つ
い
て
、
福
島
正
夫
氏
は
所
有
法
．
所
有
権
あ
る

い
は
農
民
の
所
有
意
識
の
祝
角
か
ら
、
山
下
龍
三
氏
は
主
と
し
て
階
級
関
係
・
階
級
路
線
の
角
度
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
周
到
な
、
示
唆

に
と
む
考
察
を
こ
こ
ろ
み
ら
れ
て
い
伽
。
歴
史
上
存
在
し
た
所
有
権
は
、
所
有
・
そ
の
形
態
に
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

意
思
諸
閑
係
を
表
規
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
経
済
諸
閑
係
を
表
塊
す
る
も
の
で
は
な
い
。
法
的
範
瞬
で
は
な
く
す
ぐ
れ
て
経
済
的
範

晴
に
ぞ
く
す
る
所
有
の
問
趣
を
、
法
律
・
法
学
的
見
地
な
い
し
は
政
治
組
織
論
的
兇
地
か
ら
と
り
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
間
魎
○

核
心
を
基
本
的
な
次
元
に
お
い
て
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
は
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
所
有
諸
閑
係
を
分
析
す
る



に
際
し
て
も
つ
べ
き
視
点
に
ふ
れ
て
、
　
「
こ
れ
ら
所
有
諸
関
係
○
総
体
を
、
意
思
的
関
係
と
し
て
？
１
、
れ
ら
○
法
律
的
表
現
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

て
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
○
現
実
的
形
態
、
つ
ま
り
生
産
諸
関
係
と
し
て
○
形
態
に
お
い
て
包
括
す
る
と
こ
ろ
○
『
経
済
学
；
○
批
判

的
分
析
に
よ
っ
て
の
み
こ
た
え
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
」
（
嫡
躰
蹄
」
哉
臓
畑
賄
学
）
と
の
べ
て
い
る
が
、
こ
の
視
点
は
人
民
公
杜
の
所
有
制

を
扱
う
に
あ
た
っ
て
も
、
当
然
に
運
用
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
所
有
の
主
体
と
対
象
を
あ
き
ら
か
に
す
る
ば

か
り
か
、
そ
の
所
有
が
実
現
さ
れ
る
人
六
の
杜
会
的
諸
関
係
を
も
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
民
公
杜
に
お
け
る
杜
会
主

義
的
集
団
所
有
の
特
殊
性
を
追
及
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
の
小
稿
は
、
こ
う
し
た
視
点
に
た
っ
て
き
わ
め
て
端
緒
的
な
分
析
を
こ

こ
ろ
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

１
）
　
　
「
二
冒
で
い
え
ば
、
共
産
主
義
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
現
在
の
杜
会
的
・
政
治
的
状
態
に
反
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
革
命
的
運
動
を
支
持
す
る
（
段

　
落
）
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
運
動
に
お
い
て
、
共
産
主
義
者
は
所
有
間
題
を
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
に
発
展
し
た
形
態
を
と
ろ
う
と
も
、
っ
ね
に
運
動
の

　
基
礎
と
し
て
強
調
す
る
」
（
「
共
産
党
宣
言
』
大
月
書
店
、
八
一
頁
）
。

２
）
　
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
「
工
業
お
よ
び
建
設
の
管
理
組
織
の
い
っ
そ
う
の
改
善
に
っ
い
て
」
（
一
九
五
七
年
五
月
七
日
）
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
制
度
の
よ
り
い

　
っ
そ
う
の
発
展
と
機
械
１
ー
ト
ラ
ク
タ
ー
・
ス
テ
ー
シ
ヨ
ソ
（
Ｍ
Ｔ
ｓ
）
の
改
組
に
っ
い
て
」
（
一
九
五
八
年
三
月
二
七
日
）
－
（
『
共
産
主
義
へ
の
移

　
行
「
一
合
同
出
版
杜
、
一
一
〇
頁
～
一
六
七
頁
、
一
六
七
頁
～
二
二
四
頁
）
を
と
く
に
参
照
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
制
度
の
発
展
と
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
改
組
問
題
は
、

　
か
恥
ｂ
・
か
わ
↑
い
い
ス
タ
ー
リ
ソ
「
ソ
同
盟
に
お
け
る
杜
会
主
義
の
経
済
的
諸
間
題
」
（
一
九
五
三
年
九
月
二
八
日
）
以
来
の
理
論
的
．
実
践
的

　
課
題
の
一
っ
で
あ
っ
た
。
（
同
諭
文
中
、
と
く
に
、
「
同
志
ア
・
ヴ
エ
・
サ
ー
ニ
ナ
と
ヴ
ェ
・
ゲ
・
ウ
ェ
ソ
ジ
ェ
ル
に
た
い
す
る
回
答
」
を
参
照
。
）

３
）
　
福
島
正
夫
「
人
民
公
杜
の
法
的
地
位
」
（
『
東
洋
文
化
』
第
二
七
号
）
お
よ
び
『
人
民
公
杜
の
研
究
』
（
お
茶
の
水
書
房
）
を
参
照
。
後
者
に
お
い

　
て
福
島
氏
は
、
人
民
公
杜
の
所
有
制
の
間
題
を
「
歴
史
的
・
論
理
的
な
発
展
と
し
て
」
　
（
序
）
究
明
し
よ
う
と
さ
れ
る
が
、
所
有
意
識
．
権
利
関

　
係
を
主
軸
と
し
、
か
っ
人
民
公
杜
の
所
有
制
に
ふ
れ
た
公
式
の
諸
決
議
自
体
の
歴
史
的
な
発
展
の
究
明
に
焦
点
を
お
か
れ
て
い
る
。
山
下
縄
三

　
「
中
国
に
お
け
る
所
有
制
の
間
題
と
人
民
公
杜
」
（
『
ア
ジ
ァ
研
究
」
第
六
巻
第
一
号
）
を
参
照
。
山
下
氏
は
、
ソ
連
邦
で
は
、
農
業
集
団
化
完
了

　
後
、
農
村
に
お
け
る
階
級
的
矛
盾
と
い
う
間
題
は
全
面
的
に
は
と
り
あ
げ
ら
れ
ず
、
し
ば
し
ぼ
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
と
し
て
一
括
さ
れ
て
ぎ
た
が
、

　
　
農
村
人
民
公
杜
の
所
有
制
と
発
展
構
造
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
　
（
五
一
九
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
　
（
五
二
〇
）

中
国
に
お
い
て
は
、
高
級
農
業
生
産
協
同
組
合
成
立
後
も
、
集
団
化
の
全
面
的
完
了
後
も
、
そ
の
内
部
で
の
階
級
関
係
・
矛
盾
が
公
式
に
問
題
と

な
り
、
集
団
化
運
動
と
集
団
経
営
に
お
げ
る
「
貧
農
・
下
層
中
農
に
依
拠
し
、
中
農
を
味
方
に
ひ
ぎ
い
れ
る
」
階
級
路
線
が
た
え
ず
強
調
さ
れ
た

と
い
う
視
点
か
ら
、
　
「
階
級
問
題
の
面
か
ら
ア
ブ
ロ
ー
チ
し
た
い
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。

二
　
「
生
産
隊
を
基
本
と
す
る
三
級
所
有
制
」

の
主
体
と
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
人
民
公
杜
の
生
産
諸
関
係
を
根
底
か
ら
規
制
し
特
徴
づ
け
る
生
産
手
段
に
た
い
す
る
所
有
制
は
、
玩
在
の
と
こ
ろ
、
　
「
生
産
隊
を

基
本
と
す
る
三
級
所
有
制
」
　
（
以
下
、
「
三
級
所
有
制
」
と
略
称
）
の
内
容
を
も
つ
、
大
規
模
な
杜
会
主
義
的
集
団
所
有
制
で
あ
る
。
こ

の
「
三
級
所
有
制
」
は
、
人
民
公
祉
化
運
動
が
全
国
的
な
範
囲
で
基
本
的
に
完
了
し
そ
の
運
営
の
諸
経
験
が
集
積
さ
れ
た
一
九
五
九
年

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

八
月
に
は
じ
め
て
、
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
策
八
期
第
八
回
総
会
（
以
下
薦
山
会
議
と
略
称
）
に
お
い
て
明
確
に
規
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
公
杜
の
体
制
整
備
に
あ
た
っ
て
、
分
級
管
理
、
分
級
計
算
、
労
働
に
応
ず
る
分
配
、
多
く
働
く
も
の
が
多

く
取
得
す
る
と
い
う
原
則
を
徹
底
的
に
遂
行
し
、
当
面
の
段
階
に
お
け
る
公
杜
の
生
産
手
段
に
つ
い
て
三
級
所
有
制
を
実
施
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
を
確
定
し
た
。
生
産
隊
級
の
所
有
権
は
基
本
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
公
杜
級
の
所
有
権
は
部
分
的
（
現
在
公
杜
が
直
接
経
営
す
る
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

共
経
済
の
ほ
か
、
年
々
生
産
隊
か
ら
適
当
な
蓄
籏
金
を
調
達
で
ぎ
る
）
で
あ
り
、
生
産
小
隊
も
小
部
分
の
所
有
権
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

一
航
離
欺
｝
嬢
醐
運
一
可

　
１
）
　
農
村
人
民
公
杜
に
関
す
る
中
国
共
産
党
中
火
委
貝
会
の
「
農
村
に
人
民
公
杜
を
っ
く
る
問
題
に
閑
す
る
決
議
」
　
（
一
九
五
八
年
八
月
、
以
下
、

　
　
北
蚊
河
会
議
と
略
称
）
と
「
人
民
公
杜
の
若
干
の
閉
魎
に
閑
す
る
決
議
」
　
（
同
年
一
二
月
、
以
下
、
式
昌
会
議
と
略
称
）
は
、
と
も
に
公
杜
に
お

　
　
け
ろ
所
有
制
を
、
祉
会
主
義
的
共
団
所
有
と
姐
定
し
っ
？
も
、
一
、
∴
れ
を
公
社
卑
一
の
隼
閉
所
布
と
概
定
し
て
い
た
、
寸
な
わ
ち
、
　
「
人
火
公
社
の

　
　
成
一
－
後
、
集
団
的
所
有
制
を
い
そ
い
で
令
人
民
的
所
有
制
に
お
ら
た
め
て
は
な
ら
ず
、
い
ま
の
と
こ
ろ
は
ま
だ
集
団
的
所
有
捌
を
と
る
ほ
う
が
よ



　
　
い
、
」
（
北
載
河
会
議
決
議
）
と
、
全
人
民
所
有
制
へ
の
尚
早
移
行
を
い
ま
し
め
、
ま
た
、
「
農
業
生
産
協
同
組
合
が
人
民
公
杜
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

　
　
っ
て
、
も
と
の
集
団
的
所
有
制
は
拡
大
し
発
展
し
、
し
か
も
、
若
干
の
全
人
民
的
所
有
制
の
要
素
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
が
、
…
…
農
村
人
民
公

　
　
杜
の
生
産
手
段
と
生
産
物
は
、
現
在
、
基
本
的
に
は
な
お
、
公
杜
集
団
所
有
で
あ
っ
て
、
国
営
企
業
の
生
産
手
段
と
生
産
物
が
全
人
民
的
所
有
で

　
　
あ
る
の
と
は
こ
と
な
る
。
」
（
武
昌
会
議
決
議
）
と
、
全
人
民
的
所
有
制
と
の
差
異
を
強
調
し
、
杜
会
主
義
的
集
団
所
有
の
具
体
的
内
容
に
ま
で
厳

　
　
密
に
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
「
生
産
隊
を
基
本
と
す
る
三
級
所
有
制
」
の
具
体
的
な
内
容
、
各
地
方
の
個
別
的
な
実
態
は
、
け
っ
し
て
一
様
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
方
と
公
杜
が
到
達
し
た
生
産
の
発
展
水
準
・
杜
会
経
済
的
条
件
に
よ
っ
て
、
ま
っ
た
く
多
様
な
形
を
と
っ
て
い
る
が
ン
、
の

一
般
的
な
基
準
は
ほ
ぼ
つ
ぎ
．
の
よ
う
で
あ
る
。

　
一
、
生
産
隊
の
基
本
的
所
有
権
の
対
象
（
所
有
主
体
で
あ
る
生
産
隊
は
も
と
の
農
業
生
産
協
同
組
合
に
相
当
す
る
）
　
　
土
地
を
は
し
め

と
す
る
役
畜
・
大
型
農
具
な
ど
の
主
要
な
生
産
手
段
、
な
ら
び
に
集
団
労
働
の
成
果
で
あ
る
生
産
物
（
農
業
税
な
ど
と
し
て
国
家
に
納
付

す
る
部
分
と
公
杜
級
へ
上
納
す
る
公
杜
共
同
蓄
積
部
分
を
の
ぞ
く
）
、
生
産
隊
の
経
営
に
適
す
る
小
規
模
工
業
の
施
設
・
生
産
物
お
よ
び
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

て
の
信
用
・
購
販
協
同
組
合
に
あ
た
る
信
用
・
購
販
分
部
な
ど
。

　
二
、
公
祉
級
の
部
分
的
な
所
有
権
の
対
象
（
全
公
杜
の
利
益
と
意
志
を
代
表
す
る
公
杜
管
理
委
員
会
が
直
接
の
責
任
を
も
っ
）
　
　
生
産
隊

級
所
有
の
範
囲
を
こ
え
る
比
較
的
大
規
模
な
森
林
・
牧
場
・
試
験
農
場
な
ど
と
、
大
型
水
利
施
設
、
現
代
的
な
農
業
機
械
（
ト
ラ
ク
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

１
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
）
、
お
よ
び
公
祉
直
営
の
公
共
諸
企
業
・
事
業
と
そ
の
収
入
、
さ
ら
に
生
産
隊
級
上
納
の
公
杜
共
同
蓄
秩
金
な
ど
。

　
三
、
生
座
小
隊
の
小
部
分
所
有
権
の
対
象
（
生
産
小
隊
は
牛
産
労
働
の
基
本
細
織
単
位
で
お
る
）
　
　
生
産
隊
か
ら
請
負
っ
た
生
産
任

務
を
超
過
し
た
部
分
の
一
部
分
、
小
規
模
刷
業
の
諮
道
具
と
生
産
物
、
お
よ
び
零
細
土
地
の
計
画
外
利
川
に
よ
る
収
入
な
ど
。
（
醜
焔

訂
誰
筒
蔓
訂
一
一
。

　
　
　
農
村
人
民
公
社
の
所
有
制
と
発
展
構
造
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
　
（
五
二
一
）



態実の制有所級三表－第

立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

級隊ト

し
－
■

級隊産生級杜公計合

０
８

Ｏ

ｑ
）

●

１

８

０
一

７

８
●

１５

８
■

１９

４
●

８２

２
●

８４

３
●

６

Ｏ
●

Ｏ○ユ

Ｏ
●

Ｏ○ユ

Ｏ
●

Ｏ０１

　
　
　
）

業
　
　
金
　
部

農
額
　
棲
　
配

工
総
　
蓄
　
分

県
産
　
ち
　
員

全
生
　
う
　
杜
分

　
　
　
（

経
の
，
て
杜
る

ｃ
有
り
つ
「
あ

」
所
お
な
舟
で

況
人
で
と
一
足

概
個
後
入
林
補

制
，
前
収
，
な

有
お
％
別
お
要

所
な
１
０
個
な
必

級
。
の
ら
。
の
。

三
る
入
か
る
済
照

の
よ
収
全
れ
経
参

杜
に
る
完
ま
義
を

公
）
よ
不
く
窃

民
号
に
の
ふ
会
７

人
４
働
峻
％
杜
判

県
年
労
葡
。
８
は
１

通
６
０
団
理
２
１
業
９
６

～
諸
鎌
一

ほ
究
は
う
も
家
旗

平
研
入
の
る
の
紅

慶
済
収
そ
い
員
ピ

）考備（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
　
（
五
二
二
）

　
一
九
五
八
年
当
時
、
北
京
市
通
県
の
八
つ
の
人
民
公
杜
に
お
け
る
三
級
所
有
制
の

実
態
は
第
一
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
上
海
市
の
金
山
朱
運
人
民
公
杜
の
三

級
所
有
制
の
実
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
；
Ｈ
　
公
杜
級
所
有
　
　
全
ト
ラ
ク

タ
ー
、
電
力
灌
概
施
傭
、
畜
産
場
ニ
カ
所
と
豚
五
三
七
頭
（
全
公
杜
の
二
．
七
％
）
、
四

〇
〇
華
畝
の
疏
菜
地
と
四
〇
〇
余
華
畝
の
植
林
地
、
工
場
七
カ
所
、
共
同
蓄
積
金
八

六
、
三
五
七
元
（
全
公
杜
蓄
積
額
の
五
八
％
）
。
目
　
生
産
隊
（
；
一
〇
隊
、
平
均
戸
数
三

五
〇
戸
）
所
有
　
　
主
要
な
生
産
用
具
、
租
税
上
納
の
外
、
　
一
〇
％
の
蓄
稜
金
と
三

％
の
公
益
金
（
う
ち
七
〇
％
、
三
〇
％
を
公
杜
級
へ
上
納
）
を
差
引
い
た
残
余
所
得
。
昌

生
産
小
隊
（
平
均
戸
数
二
七
戸
）
所
有
　
　
超
過
生
産
の
奨
励
金
お
よ
び
小
隊
集
団
飼

育
の
家
畜
と
若
干
の
小
型
農
具
（
細
た
搬
叩
－
有
胡
抑
舳
肌
祇
吊
イ
切
強
枇
牡
哨
虫
雅
）
。

１
）
　
農
業
に
お
げ
る
基
本
的
な
生
産
手
段
で
お
る
土
地
が
、
生
産
隊
に
帰
属
す
る
か
、
　
あ
る

　
い
は
、
公
杜
に
か
と
い
う
間
題
を
め
ぐ
っ
て
、
見
解
溌
表
の
時
期
に
若
干
の
ズ
レ
は
あ
れ
、

　
意
見
の
差
異
が
み
ら
れ
る
（
た
と
え
ば
、
前
老
と
し
て
、
陳
正
人
「
人
民
公
杜
の
所
有
制

　
と
分
配
制
を
論
ず
る
」
１
「
人
民
日
報
」
一
九
五
九
年
一
〇
年
一
八
日
、
後
者
は
械
川
次
郎
「
人
民
公
杜
の
集
団
所
有
制
」
１
「
中
国
資
料
月
報
ｂ

　
二
二
九
号
、
一
九
五
八
年
八
月
、
成
都
、
お
よ
び
林
鉄
「
河
北
省
の
人
民
公
杜
運
動
」
１
『
紅
旗
』
一
九
五
八
年
九
号
な
ど
）
。

２
）
　
公
杜
へ
移
管
さ
れ
た
物
財
・
企
業
に
対
す
る
公
杜
の
権
利
関
係
は
、
そ
れ
ら
の
性
質
に
よ
っ
て
こ
と
な
る
。
移
管
さ
れ
た
企
業
や
事
業
で
は
、

　
人
貝
と
資
雌
の
移
管
、
政
籏
・
計
画
を
流
動
資
金
の
統
一
化
、
財
政
任
務
の
講
れ
い
な
ど
を
実
施
し
、
そ
の
収
人
．
利
潤
は
、
諸
経
費
と
公
杜
が

　
処
分
し
う
る
一
部
の
収
入
を
差
し
引
い
て
因
家
へ
上
納
す
る
「
農
村
の
財
政
交
易
管
理
体
制
の
重
大
な
変
革
」
－
「
人
民
日
輝
一
杜
説
一
九
五
八

　
年
一
二
月
二
三
日
）
。
要
す
る
に
こ
こ
で
は
、
公
杜
ぱ
移
符
さ
れ
た
も
の
を
、
占
有
・
利
用
す
る
に
す
ぎ
ず
、
所
有
の
対
象
で
は
な
い
。
他
方
、



大拡模規と展発の杜公民人表２
第
一

）

、
鴇地

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
燃
５
０

耕

Ｏ
，

Ｏ
，
Ｏ

Ｏ
，

２

０
６

２
，
＾
ｈ
）

均

６

６

平
）

※
力
け働労

５
０
３
０
８
０
燃
ｏ
ｏ

３

均

２
，
９

２
，
９

４
，
１

平

１

１
■
一
「
■
）

１

■

数
い戸

０
７

４
１

７
３

Ｏ
Ｏ

均

１

６
，

６
，

４

４

！
，
５

平

■
　
　
　
　
ｉ
一
－
－
　
　
　
　
　
■
）

数
け営

１
●
４

４
６

６
６
●

４
●

２

２

７

経
一
月

月

月

月

月

６

９

２
１

９

’

■

年
年

年

１

８
一
〇

８
５

１
１

９
Ｆ
ｏ

年

９
１

９
１

９
１

■１

１
■
■
■
　
　
　
　
■
■
　
十
　
　
■
　
　
　
　
　
■
　
　
■
　
　
…
　
　
　
　
■
　
　
　
一
　
　
■
■
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
■
■
　
　
■

座
合
杜

乍
細
公

１
１

１
１

業
同
民

』

凹

農
協
人

■

■
－
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
■
　
　
ｉ
　
，
『
■

＝
１

賢
，
％

よ
号
１
１

－
３
９

　
５
月
１
“

９
、
■
％

年
報
Ｏ
．

５
９
月
９
８

と
究
は

月
研
率

６
国
化

年
中
社

８
ｒ
一
公

５
所
の

点
岬

ゴ
国
と
ら

ナ
中
月
六

。
よ
９
つ

る
榊
年
あ

よ
　
，
８
で

に
５
）
｛
）

－
■
お
数

年
。
９
な
戸

ト
９
　
　
　
　
口

一
　
５
　
　
ｏ
・
刀

な
」
る
参

大
報
よ
る

偉
日
に
め

『
民
定
し

編
人
推
に

局
ビ
者
数

計
文
筆
総

統
諭
は
家

家
尤
※
農

国
啓
※
（

）考嚇（

　
郷
規
模
で
経
営
さ
れ
て
い
た
工
場
や
Ｍ
Ｔ
Ｓ
な
ど
は
名
実
と
も
に
代
価
を
支
払
っ
て
公

　
杜
に
帰
属
し
て
、
公
杜
経
営
の
工
場
、
杜
有
杜
営
あ
る
い
は
杜
有
隊
営
な
ど
の
形
で
、

　
　
公
杜
級
所
有
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
（
李
平
原
「
人
民
公
杜
の
生
産
関
係
と
そ
の
発
展

　
　
に
つ
い
て
」
「
学
術
月
刊
「
一
一
九
五
九
年
一
号
）
。

　
こ
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
「
三
級
所
有
制
」
は
、
も
と
の
農
業
生
産
協
同
組
合

の
集
団
的
所
有
制
に
比
べ
て
、
あ
き
ら
か
に
よ
り
大
規
模
で
あ
り
、
ま
た
杜
会
主

義
的
杜
会
化
が
い
っ
そ
う
進
ん
だ
集
団
的
所
有
制
の
一
形
態
で
あ
る
。
ま
ず
規
模

の
点
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
れ
が
公
杜
単
一
の
集
団
的
所
有
制
を
修
正
し
た
と
い

農
村
人
民
公
杜
の
所
有
制
と
発
展
構
造
（
松
野
）

隊ト産
一
生

一
１
－

隊
一
産

一
Ｌ
ヒ

　
一
杜

　
一
公

　
一
民

表
一
人

３
一
－
－

第
一

ＯＯＯ，ＯＯＯ，３勺糸

０４勺糸

００，Ｏ０５勺糸

０
３
０

～
ｏ
０２

ＯＯＯ，４２勺

玄
小

（
）
　
一

０１
「
ｏ

勺

玄
小

数
数

　
戸

　
均

個
平

啓貿びよお　
ｏ

９
．
る

２
よ

．
ア
」

Ｏ
Ｏ
　
～

．
　
）

５
９
註

」
表

報
柞

日
（

民
文

人
論

「
．
允

）考備（

う
意
味
に
お
い
て
一
歩
後
退
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、

か
っ
て
七
四
万
余
を
か
ぞ
え
た
農
業
生
産
協
同
組
合

は
、
公
杜
の
体
制
整
傭
い
ご
約
五
〇
万
の
生
産
隊
に

総
合
・
編
成
さ
れ
、
そ
の
規
模
も
平
均
一
七
〇
戸
か

ら
二
〇
〇
戸
な
い
し
三
〇
〇
戸
へ
と
拡
大
し
て
い
る

（
第
二
・
三
表
を
参
照
）
。
ま
た
、
協
同
組
合
段
階
に
お

い
て
、
協
同
組
合
の
生
産
隊
は
、
生
産
符
理
の
基
本

単
位
と
し
て
協
同
組
合
管
理
委
員
会
と
権
限
を
わ
け
、

分
級
請
負
い
生
産
責
任
制
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
産
隊
の
使
用
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
土
地
、
農
具
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
　
（
五
二
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
　
（
五
二
四
）

役
畜
な
ど
生
産
手
段
に
た
い
す
る
所
有
権
を
も
た
な
い
な
か
で
、
一
定
の
生
産
物
○
分
配
権
を
も
ち
、
先
進
的
な
生
産
隊
と
貧
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

生
産
隊
の
間
に
は
収
入
分
配
上
に
差
異
が
存
在
し
た
。
人
民
公
杜
で
は
、
こ
の
よ
う
な
生
産
分
配
管
理
の
組
織
で
あ
っ
た
協
同
組
合

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

生
産
隊
は
公
杜
生
産
隊
の
下
に
生
産
小
隊
に
改
編
さ
れ
て
生
産
労
働
組
織
の
基
本
単
位
と
な
り
、
生
産
管
理
○
権
限
は
基
本
的
所
有

権
を
も
つ
公
杜
生
産
隊
と
い
う
一
級
上
部
の
よ
り
大
規
模
な
集
団
（
か
っ
て
の
農
業
生
産
協
同
組
合
）
に
引
き
わ
た
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

そ
し
て
公
杜
生
産
隊
間
の
各
種
の
差
異
が
「
分
級
管
理
」
実
施
の
現
実
的
な
要
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
三
級
所
有
制
」

の
も
と
で
の
生
産
隊
級
に
お
け
る
生
産
手
段
の
所
有
と
、
生
産
管
理
・
所
得
分
配
の
権
限
は
、
協
同
組
合
段
階
に
お
け
る
「
分
級
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

理
」
の
実
施
経
験
を
も
と
に
、
生
産
隊
級
に
総
一
さ
れ
て
、
そ
の
所
有
の
内
容
は
拡
大
し
い
っ
そ
う
杜
会
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

「
三
級
所
有
制
」
は
生
産
隊
を
基
本
と
す
る
現
段
階
か
ら
公
杜
級
を
基
本
と
す
る
段
階
へ
発
展
す
る
所
有
構
造
上
の
制
度
的
な
契
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

を
も
っ
て
い
る
。
生
産
隊
が
公
杜
級
に
上
納
す
る
共
同
蓄
積
金
は
公
杜
営
経
済
の
蓄
積
金
や
国
家
の
公
杜
に
た
い
す
る
財
物
上
の
諸

援
助
と
あ
い
ま
っ
て
、
公
杜
級
所
有
の
公
共
経
済
の
高
速
度
の
発
展
を
保
証
し
て
い
る
。
生
産
隊
級
経
済
の
発
展
に
つ
れ
て
ま
す
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

す
増
加
す
る
で
あ
ら
ろ
う
公
礼
共
同
蓄
秩
金
の
上
納
と
い
う
所
有
構
造
Ｈ
蓄
積
制
度
は
、
農
業
生
産
協
同
組
合
相
互
の
問
に
は
制
度

的
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
Ｈ
　
行
政
と
経
営
業
務
が
一
体
化
し
（
〔
補
論
ｕ
参
照
）
、
い
　
国
営
諸
企
業
が
公

祉
に
移
符
さ
れ
、
嘗
　
も
と
も
と
全
人
民
的
所
有
の
性
質
を
も
つ
工
業
な
ど
の
雄
設
に
参
加
し
、
回
　
ま
た
、
県
あ
る
い
は
県
以
上

○
範
囲
で
公
杜
問
の
共
同
建
設
事
業
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
杜
の
集
団
的
所
有
、
な
か
で
も
公
礼
級
所
有
の
経
済
に
は
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
２

設
の
当
時
か
ら
全
人
民
的
所
有
制
の
い
く
つ
か
○
繭
芽
が
存
在
し
て
い
る
（
瓢
綿
離
）
。

　
み
ぎ
に
み
た
よ
う
に
そ
の
具
体
的
内
容
に
お
い
て
農
業
化
産
脇
同
組
合
よ
り
い
っ
そ
う
大
規
傑
で
糺
会
化
Ｏ
程
度
ゲ
＾
い
「
三
級

所
有
制
」
は
、
人
民
公
礼
が
、
農
業
牛
摩
協
同
組
合
を
も
と
に
、
そ
れ
ら
を
合
併
し
て
設
立
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
的
条
件
・
中
岡
に



お
け
る
農
業
集
団
化
運
動
の
総
結
果
に
合
致
す
る
と
と
も
に
、
Ｈ
　
共
和
国
成
立
い
ら
い
、
中
国
史
上
か
っ
な
い
発
展
を
と
げ
た
に

　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
と
し
て
農
業
に
お
け
る
生
産
力
の
発
展
水
準
が
い
ぜ
ん
と
し
て
絶
対
的
に
低
く
、
い
　
公
杜
級
が
直
接
に
経

営
す
る
公
共
経
済
が
公
杜
内
の
経
済
の
な
か
で
、
と
く
に
生
産
隊
級
と
の
対
比
に
お
い
て
は
な
お
部
分
的
な
位
置
を
し
め
る
に
と
ど

ま
り
、
嘗
　
さ
ら
に
生
産
隊
と
生
産
隊
と
の
問
に
経
済
条
件
の
格
差
、
生
産
・
所
得
水
準
の
格
差
が
存
在
す
る
、
な
ど
の
農
業
生
産
力

水
準
の
現
段
階
お
よ
び
農
村
に
お
け
る
基
本
状
況
に
適
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
　
「
ま
た
、
公
杜
の
全
面
的
な
指
導
と
協
業
の
組
織
化

に
も
役
立
っ
て
お
り
、
農
業
生
産
と
国
民
経
済
の
発
展
を
促
進
す
る
う
え
に
も
有
利
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
将
来
の
漸
次
的
な
移
行
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

た
め
の
物
質
的
な
条
件
・
精
神
的
な
条
件
を
つ
く
り
だ
す
う
え
に
も
有
利
で
あ
る
」
（
か
嚇
硲
滅
鵬
廿
『
畑
肥
蝸
鮒
吋
蝋
雛
唄
械
鵡
○
の
林
イ
コ
服
弐
肺
）
。

１
）
　
郵
子
恢
は
、
一
九
五
六
年
と
一
九
五
七
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
農
業
生
産
協
同
組
合
（
高
級
）
の
整
備
強
化
工
作
が
解
決
し
た
問
題
は
、
一
、

　
杜
会
主
義
的
分
配
制
度
の
確
立
、
二
、
　
「
統
一
経
営
、
分
級
管
理
」
の
確
立
、
三
、
分
級
請
負
い
生
産
責
任
制
の
完
備
、
四
、
　
「
勤
倹
経
営
」
と

　
「
民
主
運
営
」
の
実
施
、
五
、
全
般
的
な
計
画
化
と
、
組
合
員
に
た
い
す
る
教
育
活
動
の
強
化
、
で
あ
っ
た
と
し
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
「
整
傭
活
動
の
な
か
で
、
各
地
方
は
一
、
三
包
奨
励
制
」
（
労
働
・
生
産
・
コ
ス
ト
の
請
負
い
と
請
負
い
超
過
に
た
い
す
る
奨
励
・
理
由
な
ぎ
未
達
成

　
に
た
い
す
る
罰
則
）
を
実
施
し
た
。
こ
の
よ
う
な
制
度
を
実
施
し
て
の
ち
、
協
同
組
合
と
生
産
隊
の
問
の
関
係
は
安
定
し
、
生
産
任
務
が
明
白
に

　
な
っ
た
し
、
生
産
隊
と
生
産
隊
の
問
で
も
生
産
任
務
が
決
定
し
て
の
ち
は
、
生
産
の
良
否
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
に
平
均
的
に
分
配
す
る
の
で
は
な

　
く
、
超
過
部
分
に
た
い
し
て
奨
励
制
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
、
生
産
が
良
好
で
収
入
の
高
い
生
産
隊
の
不
満
は
解
消
し
、
他
方
、
牛
産
条
件
が
劣

　
悪
で
収
入
の
低
い
生
産
隊
は
協
同
組
合
と
国
家
の
援
助
の
も
と
に
生
産
条
件
を
改
善
し
、
艦
か
な
生
産
隊
に
追
い
っ
く
た
め
に
大
い
に
努
力
す
る

　
よ
う
に
な
っ
た
」
（
「
中
国
農
業
の
杜
会
主
義
改
造
」
１
－
新
華
半
月
刊
！
一
九
五
九
年
二
〇
号
）
。

２
）
　
武
昌
会
議
の
決
議
は
、
「
公
杜
の
設
立
に
よ
っ
て
、
集
団
的
所
有
制
の
経
済
に
全
人
民
的
所
有
制
の
性
格
が
い
く
ら
か
濃
く
な
っ
て
た
い
え
る
」

　
と
し
て
、
こ
の
四
っ
の
指
標
を
お
げ
て
い
る
が
、
一
九
五
九
年
八
月
二
六
日
の
周
恩
来
報
告
は
、
　
「
農
村
人
民
公
杜
は
、
現
在
な
お
集
団
所
有
制

　
の
性
質
を
も
っ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
公
杜
級
所
有
権
の
な
か
に
は
、
す
で
に
全
人
民
的
所
有
制
の
い
く
ら
か
の
莇
芽
が
存
在
す
る
」
と
の
べ
、

　
公
杜
級
所
有
が
と
り
わ
け
杜
会
化
の
す
す
ん
だ
所
有
で
あ
る
こ
と
を
明
白
に
し
て
い
る
（
「
一
九
五
九
年
国
民
経
済
計
画
の
主
要
指
標
の
調
整
と

　
　
農
村
人
民
公
杜
の
所
有
制
と
発
展
構
造
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
　
（
五
二
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
　
（
五
二
六
）

　
増
産
節
約
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
の
報
告
」
１
『
新
華
半
月
刊
』
一
九
五
九
年
一
七
号
）
。

３
）
　
中
国
共
産
党
農
村
工
作
部
副
部
長
・
陳
正
人
に
よ
れ
ば
、
生
産
隊
を
基
本
と
す
る
三
級
所
有
制
を
実
施
す
る
「
主
要
な
理
由
は
、
生
産
隊
と
生

　
産
隊
の
問
に
現
在
、
経
済
条
件
が
同
じ
で
な
く
、
生
産
発
展
の
水
準
と
収
入
の
水
準
に
高
低
が
あ
り
、
そ
し
て
、
公
杜
級
が
直
接
経
営
し
公
杜
の

　
た
め
に
公
有
す
る
経
済
も
ま
だ
あ
ま
り
発
展
で
ぎ
な
い
こ
と
に
お
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
も
し
所
有
権
が
基
本
的
に
公
杜
級
に
あ
る

　
と
し
、
公
杜
全
体
の
統
一
計
算
、
統
一
分
配
と
を
実
施
す
る
な
ら
ば
、
公
杜
内
部
の
団
結
と
生
産
の
発
展
に
悪
い
影
響
を
あ
た
え
る
で
あ
ら
う
」

　
と
す
る
（
前
出
「
人
民
公
杜
の
所
有
制
と
分
配
制
度
を
論
ず
る
」
）
。
ま
た
、
農
業
合
作
処
処
長
・
王
録
も
、
生
産
隊
の
条
件
の
差
を
無
視
し
て
、
公

　
杜
全
体
に
一
律
に
労
働
に
応
ず
る
分
配
を
お
こ
な
え
ば
、
先
進
的
な
生
産
隊
の
生
産
意
欲
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
べ
、
（
中
国
研
究
所
『
ア

　
ジ
ァ
経
済
旬
報
」
四
一
一
号
）
、
林
一
舟
も
み
ぎ
と
同
じ
見
解
を
し
め
し
て
い
る
（
「
生
産
隊
を
強
化
せ
よ
」
１
『
紅
旗
』
一
九
六
一
年
二
号
）
。
な

　
お
、
許
漁
新
「
現
段
階
に
お
け
る
農
村
人
民
公
杜
の
根
本
制
度
を
論
ず
る
」
　
（
『
紅
旗
』
一
九
六
一
年
一
五
・
一
六
合
併
号
）
を
参
照
。

三
　
人
民
公
杜
に
お
げ
る
生
産
・
管
理
制
度

「
農
業
を
基
礎
と
し
、
工
業
を
主
導
体
と
し
、
重
工
業
の
優
先
的
発
展
と
農
業
の
急
速
な
発
展
を
結
合
す
る
」
と
い
う
杜
会
主
義
建

設
の
根
本
方
針
（
鯉
糊
搬
簸
杜
鶉
罫
義
灘
鮒
肥
籔
郡
雛
搬
謂
蜷
征
｝
航
断
揃
搬
弍
雌
楕
腓
顯
ニ
コ
批
順
川
汀
ポ
船
工
）
の
も
と
で
、
人
民
公
杜
の
生
産
・
経
済

諸
活
動
は
計
画
的
に
す
す
め
ら
れ
、
生
産
計
画
・
交
換
・
蓄
秩
・
消
費
な
ど
の
計
画
は
国
家
の
計
画
と
相
応
し
、
各
級
上
部
管
理
機

関
の
指
導
を
う
け
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
生
産
の
発
展
は
、
人
民
公
杜
制
度
を
つ
よ
め
発
展
さ
せ
る
た
め
の
中
心
的
な
環
で
あ
る
。

生
産
発
展
の
基
本
方
針
は
、
国
家
の
全
般
的
な
計
画
と
「
そ
の
土
地
柄
に
ふ
さ
わ
し
く
」
と
い
う
原
則
、
「
勤
倹
経
営
」
の
原
則
に
も
と

づ
い
て
、
集
中
的
な
指
導
と
全
面
的
な
計
画
の
も
と
に
、
分
業
・
協
業
を
組
織
し
て
、
工
業
と
農
業
を
同
時
に
発
展
さ
せ
、
白
給
性
生

産
と
商
品
性
坐
産
を
同
時
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
（
瓢
蝸
総
）
。
人
民
公
糺
の
経
営
範
囲
は
、
農
業
と
工
業
〇
二
小
陵
部
門
、
商
業
・

信
用
た
ど
の
諾
部
門
を
包
括
し
て
い
る
が
（
「
工
．
農
．
商
．
学
．
兵
の
合
一
」
）
、
そ
Ｏ
後
、
経
営
の
多
角
化
は
い
っ
一
！
、
う
充
展
し
て
い
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０
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１
１
２
２
一

１

－

１
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０
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農
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■
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・
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１
３

（

３
７
８

５
６
７

額

’

Ｏ
）
０
）
Ｅ
リ
●
　
　
■
　
　
．

「
０
つ
ｏ
ｏ
Ｏ

？
一
（

プ

９
】
８
（
）

３
４
（
ｏ

；
　
　
；
ｉ
ｌ
■
－

年
年
年
年
年

ｏ
）
（
■
一
７
‘
８
ｏ
）

４
Ｆ
ｏ
「
〇
一
」
Ｕ
巨
Ｕ

０
Ｊ
０
）
Ｏ
）
Ｏ
）
０
）

１
１
１
■
１
１
１
■
１
■

’

に
表
一
年

」
で
年
５
２

報
格
５
３

公
価
，
％

る
変
％
８

　
　
　
４

す
不
ユ
４
．

　
　
４

関
の
１
３

箒
仁

　
　
２

鷲
ご

経
迦
探
。

賊
右
ご
る

牌
蟻
葛

５
イ
，
　
％

１
９
変
よ
・
２

町
蟹
惚

人
２
年
榊
」
、
９
年

年
９
５
均
年
５

＋
担
平
５
９
一

な
迦
序
一
８
年

淋
篤
篶

編
額
　
。
・
Ｏ

局
実
の
５
％
皿

計
各
も
４
．
一

統
。
た
一
年

家
る
し
年
５
７

国
よ
示
５
７
一

）考楠Ｇ

農
村
人
民
公
杜
の
所
有
制
と
発
展
構
造
（
松
野
）

る
。
国
民
経
済
的
見
地
か
ら
す
れ
ぱ
、
食
糧
を
ヵ
ナ
メ
と
す
る
農
業
生
産
の
高

速
度
発
展
、
農
業
労
働
の
生
産
性
向
上
は
、
工
業
と
農
業
の
内
在
的
結
合
を
つ

よ
め
、
重
工
業
の
優
先
的
発
展
を
軸
と
す
る
国
民
経
済
の
高
テ
ソ
ポ
の
比
例
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

展
を
保
証
す
る
積
極
的
な
要
困
で
あ
る
が
、
公
杜
に
お
け
る
林
業
・
漁
業
・
牧
畜

業
・
副
業
お
よ
び
工
業
の
発
展
テ
ソ
ポ
と
水
準
も
、
農
業
生
産
な
に
よ
り
も
食
糧

生
産
の
発
展
テ
ソ
ポ
と
水
準
に
よ
っ
て
基
本
的
に
決
定
さ
れ
る
。
公
杜
に
お
け

る
経
営
多
角
化
の
中
軸
が
一
般
に
農
業
生
産
に
あ
る
こ
と
は
指
摘
す
る
ま
で
も

な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
、
一
九
五
八
年
い
ご
農
業
の
発
展
テ
ソ
ポ
が
工
業
発
展
と

の
相
対
的
比
率
を
た
か
め
て
い
る
点
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

工
業
農
・
問
の
相
対
的
テ
ソ
ポ
比
率
は
、
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
期
問
に
四
対
一

で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
八
年
に
は
二
・
六
五
対
一
、
一
九
五
九
年
に
は
二
．
三

五
対
一
と
し
だ
い
に
接
近
し
て
い
る
（
第
四
．
五
表
を
参
照
）
。
　
ま
た
、
　
一
九
六

〇
年
は
前
年
に
つ
づ
い
て
耕
地
而
積
の
半
分
に
お
よ
ぶ
白
然
災
害
を
う
け
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
一
九
五
七
年
の
生
産
水
準
を
維
持
し
た
。
さ
ら
に
、
農
業
部
門

の
全
体
が
か
っ
て
な
い
高
い
テ
ソ
ポ
で
発
展
す
る
な
か
で
、
ン
、
の
生
産
総
額
に

し
め
る
農
業
と
、
林
業
・
刷
業
・
漁
業
な
ど
の
比
率
は
、
一
九
四
九
年
当
時
の
八
三

％
対
一
七
％
か
ら
一
九
五
九
年
に
は
七
七
％
対
二
三
％
へ
変
化
し
、
農
業
の
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
こ
一
　
（
五
二
七
）
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Ｑ
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９
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↓
１
■

１

１
↓
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０
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２
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↓
１
１
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１
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－
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つ
＾
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実
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１
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■
１

年
年
年
年
年
年

年
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年
年
年
年

だ
Ｕ
ｏ
）
２
７
ｏ
ｏ
９

６
９
２
７
８
９

３
４
「
ｏ
Ｆ
ｏ
［
ｏ
Ｆ
ｏ

３
４
Ｆ
ｏ
Ｆ
〇
一
Ｌ
Ｄ
「
ｏ

９
０
）
０
）
Ｏ
）

９

９

ｏ
）
ｏ
）
９
ｏ
Ｊ
ｏ
Ｊ
ｏ
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１
■
１
■
１
■
１
■
１
↓
１
上

１
■
１
■
１
↓
１
■
１
↓
１
↓

一

，
■
’

」

食

糧

鳥系

花

で
提

準
画

水
計

の
年

高
カ

最
五

前
次

放
二

解
第

は
の

年
め

３
６
た

１
９
の
入

。
展
目

じ
発
２
７

同
済
月

に
経
９

表
民
年

前
国
５
６

は
Ｃ
１
９

所
る
」

出
あ
案

）考備（

方
式
は
、
現
在
、
　
「
大
面
稜
豊
産
田
」
方
式
へ
と
発
展
し
て
お
り
、

す
め
、
基
本
建
設
を
体
系
化
し
、
増
産
八
大
措
概
の
内
容
を
ゆ
た
か
に
し
て
、
単
位
而
積
当
り
牛
産
挑
と
乍
産
性
を
同
時
に
た
か
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

コ
ス
ト
を
低
減
し
て
い
る
（
綜
駐
↓
－
魂
醐
鱗
哨
↓
斌
加
０
革
輪
弍
ユ
炉
）
・
２

　
他
方
、
公
杜
工
業
の
企
業
数
は
、
現
在
、
全
国
で
ほ
ぼ
二
〇
万
単
位
以
上
（
ほ
か
に
、
牛
産
隊
・
牛
腹
小
隊
経
営
の
も
の
は
約
五
’
）
万
単

位
）
に
た
っ
し
、
一
公
杜
平
均
七
－
八
単
位
○
工
業
企
業
を
経
営
し
て
い
る
。
ン
、
し
て
、
ン
、
ｏ
収
入
は
、
一
般
に
、
公
辻
○
収
入
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
二
　
（
五
二
八
）

面
的
な
発
展
が
す
す
ん
で
い
る
（
“
桶
賊
ト
紳
唄
唄
鳩
加
０
急
擦
饒
省
卜
引
）
。

同
年
、
農
業
生
産
と
公
杜
工
業
の
比
率
は
、
全
国
平
均
で
八
八
・

七
％
対
一
一
・
三
％
で
あ
っ
た
（
順
耀
淋
鴇
賭
』
独
掴
膿
礁
鰯
搬
峡
蝸
柵
Ｈ

馴
軒
航
蛛
則
騨
叩
棚
赫
舶
ズ
帖
船
樋
）
。
公
杜
に
お
け
る
農
業
生
産
は
、
生

産
隊
の
基
本
所
有
権
・
生
産
管
理
権
を
尊
重
し
、
土
地
・
労
働

力
・
生
産
諸
資
料
を
計
画
的
に
利
用
し
、
作
付
面
秩
指
数
・
労

働
力
の
利
用
率
を
ひ
き
あ
げ
、
従
来
の
増
産
経
験
を
集
約
し
た

「
増
産
の
八
大
措
置
」
（
恥
牡
鰯
倣
幟
伽
蝸
離
。
増
鮒
か
鰍
酬
。
灌
瑚
恥
蝸
魎
↓
岐
外
舶

群
寵
半
枠
班
↓
摘
誠
廿
物
閉
０
成
挑
叩
淡
汁
馴
）
を
系
統
的
に
か
つ
ン
、
の
土
地

柄
に
お
う
じ
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。
な
か

で
も
、
一
九
五
八
年
の
農
業
牛
産
の
大
発
展
の
な
か
で
、
比
較

的
小
面
積
で
こ
こ
ろ
み
ら
れ
た
「
試
験
田
」
と
い
う
農
地
経
営

こ
の
経
鴬
方
式
を
焦
点
と
し
て
、
機
械
耕
作
・
技
術
改
造
を
す



額
の
一
〇
％
か
ら
二
〇
％
を
占
め
、
工
業
の
比
較
的
発
展
し
た
県
・
省
で
は
三
〇
％
か
ら
五
〇
％
に
も
た
っ
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
経
営
業
種
は
、
農
業
機
械
・
農
具
○
製
造
や
改
良
修
理
、
建
築
材
料
・
各
種
の
肥
料
・
農
薬
お
よ
び
運
搬
用
具
○
製
造
、
さ
ら
に

農
副
業
生
産
物
の
加
工
・
綜
合
利
用
、
製
糖
、
製
紙
、
紡
織
な
ど
の
重
・
軽
工
業
の
多
方
面
に
お
よ
ん
で
い
る
。
一
九
五
九
年
、
公
杜

工
業
○
生
産
額
は
一
九
五
八
年
よ
り
七
〇
％
増
加
し
て
約
一
〇
〇
億
元
に
た
っ
し
、
一
九
六
〇
年
は
前
年
比
五
〇
％
増
加
し
て
一
五

〇
億
元
に
た
っ
す
る
と
計
画
さ
れ
た
（
そ
の
ほ
か
、
都
市
人
民
公
杜
の
工
業
生
産
額
は
、
一
九
五
九
年
、
前
年
よ
り
約
四
倍
増
加
し
て
二
〇
慮
元

前
後
に
た
い
し
、
一
九
六
〇
年
は
ま
た
倍
加
－
四
〇
億
元
と
計
画
さ
れ
た
）
（
茸
鵬
撞
ｈ
↑
れ
耽
に
○
碑
岬
確
硝
緒
綱
唯
松
榊
粘
芦
舳
鮎
嚇
）
。
一
九
六
〇
年
、
公
杜

工
業
は
全
国
小
売
り
総
額
の
三
〇
％
な
い
し
四
〇
％
し
め
る
小
商
品
の
五
〇
％
か
ら
七
〇
％
を
ま
か
な
い
、
大
工
場
の
廃
物
や
地
方

に
散
在
す
る
未
利
用
の
小
規
模
な
原
料
・
資
源
を
活
用
す
る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
（
仁
打
以
神
さ
一
肌
劃
０
１
卜
）
。
ま
た
、
公
杜

化
後
、
五
億
件
も
し
く
は
六
億
件
に
も
お
よ
ん
だ
改
良
農
具
や
半
機
械
化
農
具
な
ど
の
大
半
は
公
杜
工
業
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、

一
九
五
九
年
夏
当
時
で
は
、
公
杜
の
工
業
生
産
の
五
五
％
は
農
業
牛
産
を
直
接
援
助
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
牌
補
雌
↑
哨
嚇
鵬
刊
赫
紗
峨
沁
ユ
ホ

刈
０
『
概
謹
ハ
ト
九
）
。
こ
の
よ
う
に
、
公
杜
工
業
は
、
農
業
生
産
と
直
接
か
た
く
結
合
し
て
、
農
業
の
現
代
化
、
農
村
の
都
市
化
を
は
や

め
、
杜
員
の
日
常
牛
活
上
の
需
要
を
み
た
す
と
と
も
に
、
国
営
工
業
と
杜
会
主
義
的
市
場
の
発
展
を
支
持
し
て
い
る
。

　
１
）
　
工
．
農
業
の
内
在
的
結
合
の
関
係
は
つ
ぎ
の
点
に
し
め
さ
れ
る
。
　
一
、
工
業
な
ど
非
農
業
部
門
へ
の
労
働
力
移
動
・
紀
雌
、
二
、
工
業
用
食
縦

　
　
と
都
市
住
民
の
食
糀
の
充
足
、
三
、
工
業
と
く
に
軽
工
業
の
た
め
の
原
材
料
の
供
給
、
四
、
重
・
軽
工
業
生
雌
物
の
た
め
の
国
内
市
場
の
払
大
、

　
　
五
、
工
業
と
く
に
重
工
業
の
高
速
度
発
展
に
不
可
欠
な
資
金
の
苓
穣
、
六
、
国
内
生
産
不
能
の
機
械
設
燃
な
ど
の
輪
入
に
必
要
な
外
貨
の
確
得
な

　
　
ど
、
（
慶
魯
一
、
〕
「
全
党
・
全
人
民
を
あ
げ
て
大
々
的
に
旗
業
を
営
も
う
』
１
北
京
外
文
出
版
杜
お
よ
び
、
郵
拓
「
農
業
は
巾
旧
国
民
経
済
発
峻
の

　
　
基
礎
で
お
る
」
１
「
人
民
中
国
」
一
九
六
〇
年
九
号
、
同
「
農
業
牛
陸
の
第
一
線
で
毛
沢
東
思
想
を
双
徹
し
火
現
せ
よ
」
１
一
人
民
口
蝉
」
一
九

　
　
六
〇
年
一
ｎ
）
月
二
四
日
な
ど
を
参
照
）
。

　
　
　
農
村
人
景
公
杜
の
所
有
制
と
発
腿
構
逃
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三
　
（
五
二
九
）
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一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
四
一
五
三
〇
一

２
）
河
南
程
師
県
で
は
二
九
五
九
年
秋
か
ら
一
九
一
一
〇
年
夏
ま
で
に
県
下
の
豊
産
田
面
霞
麦
畑
の
五
〇
％
近
く
を
し
め
、
単
位
面
積
当
り
生

　
　
産
量
は
三
〇
言
に
た
一
し
た
一
斉
恵
中
「
河
南
平
原
の
豊
作
一
－
『
人
民
中
国
』
一
九
六
〇
年
九
号
一
。
山
西
省
で
も
、
一
九
六
〇
年
五
月

　
　
ま
で
に
豊
産
田
面
積
は
耕
地
の
三
〇
％
前
後
に
拡
大
し
、
北
辛
人
民
公
杜
の
双
池
生
産
隊
の
豊
産
田
小
麦
は
、
一
般
田
の
ほ
ぼ
倍
に
な
り
、
平
均

　
　
生
産
量
は
二
〇
六
・
五
キ
ロ
に
な
っ
た
。
山
西
省
で
は
、
一
九
六
一
年
も
し
く
は
一
九
六
二
年
の
う
ち
に
全
省
耕
地
の
五
〇
％
以
上
を
豊
産
田
方

　
　
式
に
発
展
さ
せ
る
計
画
で
あ
る
（
前
出
王
謙
論
文
）
。
そ
し
て
、
　
一
九
六
〇
年
夏
、
　
一
般
耕
地
を
菜
園
の
よ
う
に
入
念
に
耕
作
す
る
豊
産
田
－
田

　
　
園
化
の
標
準
に
た
っ
し
た
耕
地
は
・
全
国
で
ほ
ぽ
二
〇
％
を
し
め
て
い
る
（
周
中
雲
「
農
業
を
高
速
に
発
展
さ
せ
る
偉
大
な
綱
領
」
１
「
人
民
中

　
　
国
』
一
九
六
〇
年
八
号
）
。
　
な
お
、
農
業
協
同
化
の
全
過
程
・
諸
段
階
に
お
け
る
生
産
力
的
基
礎
、
そ
の
生
産
編
成
、
お
よ
び
人
民
公
杜
に
お
げ

　
　
る
そ
れ
ら
の
点
に
ー
っ
い
て
は
・
古
島
和
雄
「
中
国
の
農
業
協
同
化
と
人
民
公
杜
」
　
（
『
杜
会
科
学
研
究
」
一
二
巻
六
号
）
を
参
照
。

　
農
業
を
中
心
と
し
て
農
村
に
お
け
る
生
産
力
を
全
面
的
に
発
展
さ
せ
て
い
る
人
民
公
杜
は
、
　
い
う
ま
で
も
な
く
、
因
民
経
済
の

基
礎
で
あ
る
農
業
を
急
速
に
発
展
さ
せ
、
ま
た
、
当
面
、
　
二
九
五
六
牛
か
ら
一
九
六
七
年
に
い
た
る
全
因
農
業
発
展
要
綱
」

一
転
駕
鱗
一
一
一
誤
罵
触
国
一
を
く
茎
げ
実
現
す
る
た
め
の
重
案
鍵
で
あ
る
。
四
〇
カ
条
に
の
ぼ
る
「
要
綱
一
の
中
心
は
、
一

九
六
七
年
の
全
因
食
糧
生
産
総
額
を
一
九
五
九
年
水
準
（
二
七
、
○
〇
五
万
ト
ソ
）
に
く
ら
べ
て
約
三
三
．
三
％
増
産
し
て
三
六
、

○
○
○
万
ト
ソ
前
後
に
た
か
め
る
こ
と
で
あ
る
が
、
一
九
五
九
年
当
時
、
七
〇
％
の
県
（
作
付
面
秩
の
七
五
％
）
が
「
要
綱
」
規
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

生
産
指
数
に
た
っ
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
条
件
の
も
と
で
は
、
こ
の
規
定
指
数
は
、
農
業
牛
産
、
ま
ず
第
一
に
食
糧
生
産
を
よ
り

杵
い
忠
め
↑
浴
絡
か
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
な
し
に
は
実
塊
し
え
な
ｈ
。
ン
、
の
た
め
に
は
、
因
家
工
業
化
が
農
業
の
技
術
革
新
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
物
質
的
．
技
術
的
基
礎
を
一
応
も
つ
水
準
に
た
っ
し
た
が
、
な
お
農
業
が
基
本
的
に
了
労
働
で
あ
る
と
い
う
双
状
、
ま
た
年
六
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

白
然
災
害
が
農
業
生
潅
の
知
む
い
わ
拾
姶
を
阯
害
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
ひ
き
つ
づ
い
て
人
民
公
杜
制
皮
の
大
規
模
で
あ
る
と
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

に
か
失
肝
で
も
あ
る
優
越
性
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
ｏ
整
席
活
動
を
あ
ら
ゆ
る
而
で
秩
極
的
に
実
地
す
る
と
同
時
に
、
口
下
、

つ
ぎ
の
諾
方
災
の
実
施
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。



　
第
一
、
農
業
生
産
、
と
く
に
食
糧
牛
産
に
か
く
こ
と
の
で
き
な
労
働
力
を
保
証
す
る
こ
と
で
あ
る
Ｃ
国
家
工
業
化
の
発
展
と
人
民

公
朴
に
お
け
る
工
業
開
発
・
経
営
多
角
化
が
一
定
の
労
働
力
を
農
業
分
野
か
ら
抽
出
す
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
り
必
要
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

農
業
労
働
の
生
産
性
の
現
水
準
と
向
上
の
趨
向
に
比
例
し
て
、
ま
た
農
業
労
働
の
季
節
的
閑
忙
と
関
連
し
て
、
県
と
人
民
公
杜
の
内

、
　
　
、

部
で
合
理
的
な
労
働
定
額
（
ノ
ル
マ
）
を
制
定
し
労
働
の
質
を
た
か
め
る
と
と
も
に
、
高
度
に
機
動
的
（
農
業
と
工
業
・
各
種
建
設
の

問
の
、
ま
た
生
産
管
理
活
動
と
問
の
流
動
的
な
）
な
労
働
力
利
用
の
計
画
を
作
成
し
て
、
農
村
の
全
労
働
力
・
潜
在
労
働
力
の
利
用
率
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

で
き
る
か
ぎ
り
引
上
げ
る
（
杁
晦
硝
炉
繍
閉
紅
船
碓
か
泌
以
弍
を
）
・
２

大拡の積面概灌表６第

数

ヒ
目
手

積

６

１
■
１
１
一
〇
）

ユ
８
９
５
３

面

ｈ
二
皿
肌
肌
泌
狐
孤
阻
附

灘灌

１－
■

１
’
ｉ
■

ヨ
ー
…
ヨ

１
■
　
！

－

械
拡

２
５
８
８
８
４
３
５
９
９
一
５
・
止
比
５
・
４
・
６
・
泌
７
・
肌
６
・

－
　
　
　
－
　
ｉ
■
■
一
　
　
　
一
■
）

３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

，
１
－
１
　
　
　
　
　
　
１
一
『
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
！
一

■

－
■

凹

概
ク

０
７
７
３
０
３
７
０
７
７
４
０
６
６
３
０
３
６
０
６
６
３

微 ６
６
８
１
２
３
４
２
４
６
１

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

１
１
１
２
２
２
２
３
３
６
７

現

■
　
　
■
－
□

ヨ
’
□
ｉ
　
　
　
ｉ
■
■

１
「
『
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
『
■

１

－
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

Ｏ
）
（
）
１
■

つ
’
ｏ
ｏ
４

「
０
’
Ｏ

７
‘
ｏ
Ｏ
Ｏ
）

４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

５
９
　
。
有

１
９
る
現

ｒ
・
よ
る

同
に
め

　
」
一
し

人
報
に

年
公
籏

十
る
面

な
す
地

大
関
耕
。

章
こ
ば
る

「
展
と
あ

編
発
数
で

＾
済
指
率

計
経
積
比

統
民
面
の

家
国
概
秩

因
年
灌
面

）考術（

農
村
人
民
公
杜
の
所
有
制
と
発
展
構
逃
（
松
野
）

　
第
二
、
「
増
産
の
八
大
措
置
」
を
豊
産
団
経
営
の
実
施
の
な
か

で
さ
ら
に
土
地
柄
に
お
う
じ
て
そ
の
内
容
を
豊
富
に
し
、
と
く

に
、
系
統
的
に
農
地
整
理
・
水
利
建
設
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
』

瀧
概
而
稜
指
数
は
は
や
い
テ
ソ
ポ
で
拡
大
し
て
い
る
が
、
な
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

耕
地
両
稜
の
三
分
の
一
は
未
灌
概
で
あ
り
　
（
第
六
表
を
参
照
）
、

ま
た
、
現
有
設
傭
の
効
果
面
秩
も
閑
連
工
事
の
ズ
レ
・
管
理
の

不
完
全
と
設
傭
の
非
系
統
状
態
な
ど
の
た
め
、
設
計
建
設
而
秩

の
七
〇
％
前
後
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

各
部
門
の
援
助
を
う
け
つ
つ
、
主
と
し
て
県
と
人
民
公
杜
の
財

物
・
労
働
力
を
利
川
し
て
、
推
脈
旧
経
仰
に
よ
る
農
地
の
大
規

模
整
地
に
お
う
じ
て
系
統
だ
っ
た
水
利
網
を
完
成
し
、
現
有
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
五
　
（
五
三
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
六
　
（
五
三
二
）

傭
の
管
理
活
動
を
つ
よ
め
て
、
水
と
設
備
の
利
用
指
数
・
灌
概
効
果
を
た
か
め
、
ま
た
、
耐
早
溢
能
力
を
「
全
国
農
業
発
展
要
綱
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
規
定
指
標
に
ま
で
た
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
凌
い
（
斗
鵬
鵬
』
駄
捌
雌
繍
鰍
硝
洲
鵡
璃
練
帖
酢
け
鴛
い
租
蜘
織
軒
か
航
砿
鋤
咋
忙
醐
醐
ギ
舳
聴
雌
）
。

及普の械機業農表７策
，
　
ヨ
「

÷

年

［
ｏ

Ｏ

５
９
●

Ｏ

Ｏ

※
５
０
５
一

７

６９１

４

物
一

－

＝
、
　
　
　
　
　
　
ｉ

■
　
　
　
　
■
－
，
　
　
　
　
ｌ
Ｉ

年

Ｏ

５

９

Ｏ

９

Ｏ

２

５

３

．
０
５
　
５
　
，

－

９

４

１

１
１
一

’
■
’
１

■

１
！
■

年

Ｏ

３

Ｏ

５
５
●

Ｏ

４

８

６

１

［
ｏ
，

１

５

１

４

２

９

３

１

ｉ
，
ｉ
ｌ
　
　
　
　
　
，
…
　
　
　
　
１
■
－
１
－
　
　
１
■
－
－
　
－
　
■
１
－

年

６

余

４
一
■

Ｏ

４

７

７

６

６

５

５

２

２
６
，

！

９１

１

■
１
１

１
■

１
■

；

）

位

準

一
櫛
一
ヤ
一
革
一
　
　
－
一
　
　
　
　
　
（
－
－
－
－
－
　
！
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
　
　
　
　
　
　
，
１
－
－

」

一

械
備

－

ソ

ウ

１

－

幾
ヰ

設巨

タ

イ

ラ

■

既

一
’
１

－

、
干

発

一
灌
力

ク

“
、
ノ

臼
フ

一
水

水

ラ

ソ

型

’
電
１

皿

↑
一
拐

、
」

ト

／

コ

双

■
，
；
■
…
□
　
　
１
■
　
　
－
　
『
－
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
；
　
　
　
　
■
　
，
■
「

”
文
る
※
の

、
編
論
よ
上
展

一
帰
人
に
報
発

計
正
わ
公
済

統
陳
〃
会
経

家
・
ノ
総
民

　
）
　
　
　
　
　
司

．
困
Ｚ
５
９
回
に

）考俄（
１
．
」
九
年

！
０
報
第
６
０

９
・
農
会
１
９

５
国
員
「

樽
籏

日民
戊
中
の

鴛
讐

（
著
党
－

文
李
産
１
．
一

論
，
共
．
る

英
の
国
６
１
よ

沙
小
中
一
に

、
　
．
「
Ｓ

－
Ｏ
は
Ｎ
則

年
６
※
Ａ
．
－

十
航
の
、
吋

淋
狐
鴛

　
第
三
、
農
業
の
杜
会
主
義
改
造
が
す
で
に
人
民
公
杜
に
ま
で
発
展
し
た
の

ち
の
課
題
は
、
現
代
的
友
農
業
機
械
に
よ
っ
て
人
民
公
杜
を
装
備
し
て
、
農

業
の
機
械
化
な
ど
の
四
化
（
機
械
化
．
水
利
化
．
電
化
．
化
学
化
）
を
実
現
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

で
あ
る
。
こ
こ
に
農
業
生
産
の
根
本
的
な
出
路
が
あ
る
。
一
九
五
八
年
、
農

業
労
働
力
一
人
当
り
の
技
術
装
備
は
、
す
で
に
前
年
に
く
ら
べ
て
二
二
．
三
％

（
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
期
の
年
平
均
向
上
率
は
三
．
三
％
）
向
上
し
、
生
産
性
は
約

二
六
％
ひ
き
あ
げ
ら
れ
た
（
“
焔
航
ト
鮒
哨
↓
柵
加
那
れ
か
脇
雌
ト
引
）
。
そ
○
後
、
条
種

の
農
業
機
械
装
傭
の
普
及
は
工
業
生
陸
の
連
続
党
展
に
つ
れ
て
き
わ
め
て
順

調
に
す
す
ん
で
い
る
（
第
七
表
を
参
照
）
。
　
化
学
肥
料
も
単
位
血
秩
当
り
施
肥

肝
は
日
木
の
五
％
未
満
で
あ
る
が
、
上
法
製
造
の
化
学
肥
料
は
、
一
九
五
八
年

－
一
〇
、
○
○
○
万
ト
ソ
、
　
一
九
五
九
年
－
四
九
、
○
○
○
万
ト
ソ
（
四
．

九
倍
）
に
坤
加
し
、
推
慨
肥
ｏ
製
逃
・
連
搬
に
農
村
人
口
の
四
〇
％
が
使
州

さ
れ
て
、
ン
、
ｏ
唯
位
巾
秩
当
り
施
肥
吐
は
口
木
の
一
〇
倍
に
た
っ
し
て
い
る
。

ま
た
、
農
薬
生
陸
も
薪
実
に
瑚
加
し
て
い
る
（
伽
叶
イ
柵
附
洲
）
。
こ
う
し
て
、
一

九
五
九
午
－
一
九
六
二
年
に
小
解
決
、
一
九
五
九
－
一
九
六
年
に
巾
解
決
、



一
九
五
九
年
－
一
九
六
八
年
に
基
本
的
に
解
決
す
る
と
い
う
農
業
現
代
化
の
目
標
が
く
り
あ
げ
達
政
さ
れ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
に
な

　
　
　
　
５
）

っ
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
上
半
期
に
は
二
、
○
○
○
万
の
労
働
力
に
相
当
す
る
農
業
機
械
が
供
給
さ
れ
、
機
械
耕
作
の
而
稜
指
数
は

一
九
五
七
年
－
二
・
七
％
か
ら
一
九
五
八
年
－
五
％
に
拡
大
し
、
一
九
六
〇
年
は
さ
ら
に
四
〇
％
な
い
し
五
〇
％
拡
大
し
て
、
七
％

あ
る
い
は
八
％
を
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
（
旺
胱
榊
、
勤
榊
雅
赫
幅
砒
雛
鱗
嫡
旺
鱗
打
ら
梅
迎
則
刈
推
顯
碓
諮
き
繍
灘
に
、
〃
）
。
そ
し
て
、
一
九
六
一
年
、

河
北
・
山
東
な
ど
で
は
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
％
、
一
〇
％
に
機
耕
而
積
を
払
大
し
て
全
国
重
点
機
耕
地
域
を
設
定
す
る
ほ
か
、
各
地
で
重

点
地
区
を
定
め
て
機
械
耕
作
の
経
験
を
豊
富
に
し
農
業
機
具
の
管
理
と
使
用
の
水
準
を
た
か
め
、
修
理
・
製
造
網
を
建
設
し
て
、
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

械
耕
作
の
全
面
的
な
発
展
の
条
件
を
と
と
の
え
て
い
る
（
服
賊
職
繊
咋
航
漱
寸
鳩
棚
↓
鞭
榊
肌
↓
↓
叶
１
）
。
こ
の
よ
う
に
、
労
働
力
の
十
分
な
利

用
と
手
労
働
の
全
而
的
な
組
織
化
と
、
機
械
耕
作
に
代
表
さ
れ
る
農
業
生
産
の
現
代
化
を
結
合
し
て
、
蝋
位
面
積
当
り
生
産
最
の
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

上
げ
と
労
働
生
産
性
の
向
上
を
同
時
に
実
塊
す
る
こ
と
が
、
人
民
公
杜
に
お
け
る
農
業
生
産
の
現
段
階
の
技
術
的
側
面
で
の
主
要
な

特
徴
で
あ
る
。

　
第
四
に
、
農
業
生
産
と
か
た
く
緒
合
し
て
、
農
業
の
現
代
化
を
は
や
め
、
杜
員
の
目
常
生
活
上
の
需
要
を
み
た
し
て
い
る
公
杜
経

営
の
工
業
を
、
現
在
の
技
術
水
準
を
も
と
に
一
歩
一
歩
技
術
改
造
を
す
す
め
、
ン
、
れ
に
お
う
じ
て
経
常
規
模
を
適
正
化
し
、
企
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

竹
理
体
制
を
い
っ
ン
、
う
確
備
し
て
、
　
コ
ス
ト
を
引
下
げ
蓄
秩
を
拡
大
す
る
な
か
で
、
　
一
定
の
地
域
と
業
租
別
に
困
営
工
業
と
の
分

、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

業
．
協
業
閑
係
を
確
立
す
る
（
皿
蝋
淋
』
牝
聡
は
蟻
州
↓
｝
榊
肘
｝
桃
確
鮒
洲
鍋
切
鍬
舳
淋
い
か
れ
沽
い
げ
鳩
沽
似
肌
融
兇
の
）
。

　
１
）
　
　
「
要
綱
は
一
九
六
七
年
に
実
現
す
る
べ
ぎ
食
糀
の
単
位
面
秩
当
り
生
産
量
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
す
る
；
黄
河
・
秦
横
・
白
寵
江
・
荻
河
（
青

　
　
海
省
内
）
以
北
の
地
域
－
五
五
年
の
七
五
キ
ロ
余
か
ら
二
〇
〇
キ
ロ
ヘ
、
攻
河
以
南
准
河
以
北
の
地
域
－
同
じ
く
一
〇
四
キ
ロ
か
ら
二
五
〇
キ
ロ

　
　
ヘ
、
准
河
．
秦
一
領
・
白
寵
江
の
地
域
－
二
〇
〇
キ
か
回
ら
四
〇
〇
キ
ロ
ヘ
引
上
げ
る
。
ま
た
、
綿
花
（
く
り
綿
）
に
っ
い
て
も
、
各
地
の
状
況
に

　
　
　
農
村
人
民
公
杜
の
所
有
制
と
発
展
構
遣
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七
　
（
五
三
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）

二
〇
八
　
（
五
三
四
）

　
応
じ
て
、
五
五
年
の
一
七
・
五
キ
ロ
（
全
国
平
均
の
量
）
か
ら
二
〇
キ
ロ
、
三
〇
キ
ロ
、
四
〇
キ
ロ
に
引
上
げ
る
（
同
「
要
綱
」
１
前
出
『
全
国

　
農
業
発
展
要
綱
」
）
。
な
お
、
五
九
年
、
全
国
の
一
、
七
八
五
県
の
う
ち
七
二
％
の
県
、
作
付
面
積
の
七
、
九
九
九
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
う
ち
七
六
％

　
の
が
食
糧
の
六
七
年
規
定
生
産
指
標
に
た
っ
し
て
お
ら
ず
、
綿
作
県
の
八
○
％
、
実
収
面
積
の
五
八
％
が
綿
花
の
同
指
標
を
未
達
成
で
あ
っ
た

　
（
課
震
林
、
前
出
「
全
国
農
業
発
展
要
綱
の
く
り
あ
げ
実
現
を
め
ざ
し
て
奮
闘
し
よ
う
」
）
。

２
）
　
農
村
で
の
す
べ
て
の
建
設
・
事
業
や
活
動
は
農
業
生
産
を
中
心
と
す
る
。
農
村
完
の
全
労
働
力
お
よ
び
半
労
働
力
を
農
村
人
口
の
三
分
の
一
前

　
後
に
－
な
る
よ
う
に
し
、
う
ち
完
全
労
働
力
の
割
合
は
三
分
の
二
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
業
生
産
に
従
事
す
る
労
働
力
に
は
、
農
繁
期
に
は

　
そ
の
八
○
％
を
あ
て
そ
の
他
の
事
業
や
工
業
生
産
に
あ
て
る
労
働
力
は
二
〇
％
以
下
と
す
る
。
そ
し
て
、
農
業
機
械
化
が
実
現
し
、
生
産
が
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
的
に
ー
向
上
す
る
ま
で
は
、
こ
の
よ
う
な
労
働
力
配
置
の
割
合
と
そ
の
た
め
の
制
度
は
相
当
長
期
問
維
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
「
労
働
力
を
合
理

　
的
に
使
用
し
労
働
生
産
性
を
た
え
ず
た
か
め
よ
」
１
－
人
民
日
報
」
杜
説
一
九
六
〇
年
一
二
月
一
八
目
）
。

３
）
　
五
三
年
か
ら
五
六
年
ま
で
の
水
早
害
に
よ
る
食
糧
減
産
量
だ
げ
で
も
、
合
計
三
、
四
九
五
万
ト
ソ
で
、
年
平
均
八
七
四
万
ト
ソ
に
た
っ
し
た
。

　
そ
の
減
収
の
割
合
は
、
四
九
年
－
五
・
○
％
、
五
〇
年
－
一
・
二
％
、
五
一
年
－
二
．
二
％
、
五
二
年
－
不
明
、
五
三
年
－
四
．
四
％
、
五
四
年

　
－
五
・
二
％
、
五
五
年
－
三
・
四
％
、
五
六
年
－
六
・
六
％
で
あ
っ
た
（
「
人
民
日
報
」
一
九
五
七
年
一
二
月
二
二
日
）
。
ま
た
、
五
八
年
の
被
災

　
而
積
は
約
三
、
二
三
二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
五
九
年
は
耕
地
の
三
分
の
一
に
あ
た
る
四
、
三
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
六
〇
年
は
二
分
の
一
に

　
お
た
る
六
、
○
○
○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
被
災
し
た
（
「
人
民
日
報
」
一
九
六
〇
年
一
二
月
二
八
口
）
。
艦
産
田
建
設
．
経
営
に
お
け
る
基
本
建
設
、

　
機
械
耕
作
、
　
「
八
字
憲
法
」
、
技
術
革
新
、
工
・
農
笠
同
時
発
展
と
多
角
化
、
管
理
御
度
な
ど
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、
王
謙
、
怖
出
「
農
地
経
営

　
方
式
の
巾
命
的
な
一
措
置
」
を
参
照
。
な
お
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
公
杜
に
お
け
る
土
地
利
川
の
計
胴
化
に
お
け
る
間
魎
点
に
っ
い
て
は
「
人
民

　
公
杜
は
土
地
利
川
の
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
」
（
∴
人
民
日
報
」
杜
説
一
九
六
〇
年
三
月
一
七
口
）
を
参
照
。

４
）
　
　
「
要
綱
」
は
、
六
七
年
ま
で
に
灌
概
面
秩
を
六
、
○
○
○
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
拡
大
す
る
と
し
（
す
で
に
こ
の
ｎ
標
は
、
五
八
年
に
連
成
）
、
設

　
榊
の
“
作
防
止
能
力
を
待
地
の
状
況
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
口
２
五
〇
口
に
た
か
め
、
水
稲
ニ
モ
作
地
域
で
は
五
〇
口
～
七
〇
口
に
た
か
め

　
る
こ
と
を
Ｈ
標
と
し
て
い
る
。
山
酉
省
で
は
姶
雌
田
建
設
い
ご
、
水
利
設
術
の
利
川
率
は
大
い
に
ひ
ざ
お
げ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
原
平
県
陽
武

　
河
Ｋ
で
は
、
水
の
利
閉
度
は
四
九
％
坤
加
し
、
火
道
利
川
係
数
も
一
〇
％
向
上
し
た
。
臨
狩
県
で
も
、
地
下
水
を
利
川
し
て
灌
概
面
秩
を
三
．
三

　
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
拡
大
し
、
同
県
の
城
南
公
祉
で
は
、
五
六
〇
本
の
井
戸
（
う
ち
機
械
井
戸
五
八
本
）
を
中
心
に
水
利
網
を
椎
蜥
し
て
”
て
の
効
火

　
を
三
倍
近
く
た
か
め
た
（
下
謙
、
前
出
「
農
地
経
営
方
式
の
革
命
的
な
一
措
置
」
）
。



５
）

６
）

　
五
九
年
－
六
二
年
、
半
機
械
化
・
改
良
農
具
を
主
体
と
し
っ
っ
、
農
・
牧
畜
業
の
一
部
を
機
械
化
し
、
水
利
を
基
本
的
に
機
械
化
す
る
。
五
九

年
－
六
五
年
、
農
業
機
械
工
業
の
発
展
に
し
た
が
っ
て
、
全
国
の
五
〇
％
の
地
域
で
機
械
化
を
実
現
す
る
。
五
九
年
！
六
八
年
、
全
国
的
な
範
囲

で
耕
作
・
水
利
・
運
搬
の
機
械
化
を
基
本
的
に
な
し
と
げ
、
単
位
面
積
当
り
の
化
学
肥
料
も
五
八
年
の
七
倍
近
く
増
加
す
る
（
陳
正
人
「
農
業
の

技
術
改
造
を
促
進
せ
よ
」
１
『
紅
旗
』
一
九
六
〇
年
四
号
、
沈
立
人
「
農
業
の
技
術
改
造
を
促
進
す
る
間
題
に
ひ
い
て
」
１
９
経
済
研
究
」
一
九

六
〇
年
三
期
、
薄
一
波
「
農
業
技
術
改
造
と
い
う
偉
大
な
任
務
を
は
や
め
る
た
め
に
－
奮
闘
し
よ
う
」
１
干
紅
旗
」
一
九
五
九
年
二
〇
号
な
ど
を

参
照
）
。

　
現
在
、
国
家
は
優
先
的
に
農
業
機
械
工
業
の
基
本
建
設
重
点
項
目
と
し
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・
農
業
機
具
部
品
製
造
工
場
を
新
建
し
拡
張
し
て
い

る
。
六
一
年
い
ご
全
国
の
五
大
ト
ラ
ク
タ
ー
製
造
工
場
は
、
国
家
の
財
政
支
出
を
う
け
て
拡
張
中
で
あ
る
が
、
完
成
後
は
、
拡
張
前
生
産
能
力
の

四
倍
余
に
な
る
（
江
西
・
鞍
山
工
場
は
六
一
年
度
内
に
拡
張
工
事
完
成
、
洛
陽
・
藩
陽
・
天
津
工
場
は
六
二
年
度
内
に
完
成
予
定
）
。
そ
の
他
に
、

一
四
カ
所
の
大
・
中
一
小
型
の
農
業
機
械
部
品
製
造
専
門
工
場
を
新
建
・
拡
張
中
で
あ
る
（
『
人
民
日
報
」
一
九
六
一
年
五
月
二
七
日
）
。
山
西
．

河
北
・
山
東
・
河
南
・
遼
寧
の
五
省
と
北
京
で
は
、
大
型
の
農
業
機
械
修
理
工
場
九
三
個
、
小
型
工
場
二
四
一
個
、
多
数
の
修
理
ス
テ
ー
シ
ョ
ソ

の
建
設
を
完
了
し
た
（
『
人
民
日
報
」
一
九
六
一
年
五
月
二
三
日
）
。
な
お
、
中
国
農
業
科
学
院
農
業
機
械
化
研
究
所
副
所
長
．
陶
鼎
来
「
農
業
機

械
化
に
関
す
る
科
学
的
研
究
の
当
面
の
任
務
」
（
「
人
民
日
報
」
一
九
六
〇
年
一
二
月
二
三
日
）
、
「
農
業
機
械
化
の
た
め
の
幹
部
養
成
を
は
や
め
よ

う
」
（
『
人
民
日
報
」
杜
説
一
九
六
一
年
二
月
二
八
日
）
を
参
照
。

　
公
杜
に
お
け
る
生
産
経
営
管
理
は
、
人
民
公
杜
制
度
の
優
越
性
を
全
而
的
・
発
展
的
に
堅
持
さ
せ
る
た
め
の
直
接
的
な
ま
た
能
動

的
な
作
業
で
あ
り
、
そ
の
管
理
活
動
の
中
心
原
則
は
、
民
主
集
中
制
と
大
衆
路
線
で
あ
る
（
ト
４
凧
蝸
附
榊
糊
搬
搬
刈
旭
凧
↓
榊
↓
脇
コ
切
肋
Ｌ
）
。
公

礼
の
竹
双
組
織
は
、
　
「
生
塵
隊
を
基
本
と
す
る
三
級
所
有
制
」
を
某
礎
に
、
公
杜
符
理
委
貝
会
、
乍
陸
隊
、
牛
産
小
隊
と
い
う
三
級

に
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
眼
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　
一
、
公
杜
竹
理
委
員
会
　
　
最
高
の
運
営
符
理
の
機
閑
て
あ
り
、
朴
員
大
会
あ
る
い
は
礼
負
代
友
大
会
に
よ
り
選
出
．
構
成
さ
れ

る
。
国
家
上
級
機
閑
の
政
策
と
計
画
に
も
と
づ
き
、
公
杜
内
の
部
門
別
計
画
を
作
成
し
執
行
す
る
と
と
も
に
、
生
産
隊
の
経
常
を
指

　
　
　
農
村
人
民
公
杜
の
所
有
制
と
発
展
構
造
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
　
（
五
三
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
第
・
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
　
（
五
三
六
）

導
し
、
公
杜
全
体
の
立
場
か
ら
生
産
隊
問
の
調
整
を
お
こ
な
い
、
ま
た
、
公
杜
級
所
有
の
経
鴬
を
運
営
す
る
。

　
二
、
生
産
隊
　
　
管
理
委
員
会
の
方
針
と
計
画
に
し
た
が
っ
て
隊
内
の
諸
計
画
を
作
成
執
行
し
、
蓄
稜
金
の
一
部
を
公
杜
級
へ
上

納
し
、
隊
の
生
産
手
段
と
労
働
を
管
理
し
ま
た
分
配
を
お
こ
な
う
。

　
三
、
生
産
小
隊
　
　
生
産
隊
か
ら
お
ろ
さ
れ
た
計
画
に
も
と
づ
き
、
小
隊
に
配
貨
さ
れ
た
労
働
力
・
土
地
・
生
産
手
段
を
利
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

て
実
際
の
生
産
を
組
織
す
る
と
同
時
に
、
小
隊
員
へ
の
分
配
と
集
団
生
活
上
の
サ
ー
ビ
ス
・
食
堂
経
営
を
担
当
す
る
。

　
こ
○
う
ち
、
公
杜
管
理
委
員
会
と
生
産
隊
の
二
級
管
理
単
位
は
、
と
も
に
損
益
決
済
を
お
こ
な
う
経
済
計
算
制
の
単
位
で
あ
る
。

農
業
労
働
が
ま
だ
主
と
し
て
手
労
働
が
あ
り
、
ま
た
自
然
条
件
の
影
響
か
つ
よ
く
作
物
の
特
性
・
技
術
条
件
が
多
様
で
あ
る
な
ど
の

農
業
生
産
の
特
徴
か
ら
、
工
業
の
よ
う
に
大
き
な
範
囲
で
統
一
的
な
具
体
的
な
計
画
、
技
術
措
碕
を
実
施
し
え
な
い
現
在
、
生
産
隊
の

生
産
に
た
い
す
る
積
極
的
な
能
動
性
・
創
意
性
を
十
分
に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
生
産
経
営
管
双
の
権
限
は
、
そ
の
基
本
的

所
有
権
と
と
も
に
、
生
産
隊
に
帰
属
す
る
。
「
所
有
制
は
牛
産
関
係
の
基
本
的
な
瑚
で
あ
る
。
経
営
符
珊
権
は
所
有
権
の
も
っ
と
も
重

要
的
側
胸
て
あ
っ
て
、
労
働
力
と
生
産
手
段
　
　
し
た
が
っ
て
生
産
物
が
い
ず
れ
の
所
有
で
あ
る
か
は
、
主
と
し
て
、
こ
れ
ら
労
働

力
お
よ
び
小
産
千
段
を
支
配
し
運
川
す
る
権
限
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
イ
抄
旧
０
人
俄
イ
塊
叶
坐
イ
引
）
。

「
統
一
指
導
と
分
級
管
理
」
を
体
視
す
る
三
級
符
理
制
度
と
「
三
包
一
奨
制
」
は
、
因
家
Ｏ
計
画
を
公
礼
Ｏ
計
画
と
か
み
あ
わ
せ
、
公
礼
内

の
計
画
を
上
級
符
拠
単
位
か
ら
生
産
点
ま
で
統
一
的
に
決
定
し
、
そ
の
執
行
を
保
一
証
す
る
と
と
も
に
、
各
級
単
位
○
責
任
分
担
と
権
眼

の
範
囲
を
閉
確
に
し
、
ン
、
の
問
の
等
価
交
換
、
意
志
尊
重
、
臼
主
裁
姑
権
に
よ
る
計
画
作
成
と
実
施
を
つ
う
じ
て
、
各
級
単
位
に
お
け
る

化
産
性
・
経
済
性
ｏ
向
上
を
刺
戟
す
る
而
で
い
ち
ぢ
る
し
く
符
理
効
果
を
た
か
め
て
い
る
（
柵
脇
舳
心
一
、
け
“
帖
岨
杵
伽
ポ
約
淋
吋
イ
ィ
勢
ギ
）
Ｊ
．

　
化
産
責
任
制
は
、
札
会
主
義
的
企
業
符
珊
に
お
け
る
狐
木
原
川
で
あ
り
、
計
両
経
済
実
地
の
前
提
条
件
〇
一
つ
で
あ
る
、
公
杜
に
お



げ
る
生
産
責
任
制
は
、
集
団
責
任
制
と
個
人
責
任
制
か
ら
な
る
ｃ
経
済
計
算
の
基
本
単
位
で
あ
る
生
産
隊
は
、
公
杜
に
た
い
し
て
、
生

産
指
標
・
投
資
指
標
・
蓄
積
金
上
納
任
務
お
よ
び
増
産
措
置
指
標
な
ど
を
請
け
負
う
。
そ
し
て
、
生
産
の
基
本
単
で
あ
る
生
産
小
隊
は
、

蓄
積
金
上
納
任
務
以
外
の
諸
指
標
を
請
け
魚
い
、
労
働
・
生
産
・
品
質
（
コ
ス
ト
）
と
い
う
生
産
活
動
と
直
接
関
係
す
る
細
目
を
請
け
負

う
（
「
三
包
制
」
と
い
う
）
。
さ
ら
に
、
杜
員
の
場
合
に
は
、
生
産
・
労
働
時
問
の
諸
任
務
を
そ
れ
ぞ
れ
請
け
負
う
。
こ
の
よ
う
に
、
各
級

集
団
お
よ
び
個
人
が
責
任
任
務
を
請
け
負
う
と
同
時
に
、
超
過
達
成
の
部
分
に
た
い
し
て
奨
励
金
が
支
払
わ
れ
る
（
二
奨
」
制
と
よ
ぶ
）
。

そ
し
て
、
生
産
責
任
請
け
負
い
単
位
に
は
、
労
働
力
・
土
地
・
役
畜
・
農
具
（
「
四
固
定
」
制
と
よ
ば
れ
、
工
業
の
場
合
は
、
労
働
力
・
機

械
設
備
．
原
料
な
ど
が
固
定
さ
れ
る
）
が
そ
れ
ぞ
れ
定
煮
さ
れ
て
、
す
く
な
く
と
も
そ
の
請
け
負
い
期
問
中
は
、
固
定
し
て
利
用
さ
れ
る
。

責
任
任
務
は
、
固
定
し
て
利
用
さ
れ
る
経
済
的
物
質
的
条
件
に
お
う
じ
て
、
的
確
な
、
実
現
可
能
で
あ
る
と
と
も
に
積
極
的
な
努
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

目
標
水
準
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
ほ
一
馬
炉
暇
昨
哨
雌
繍
哨
杁
ハ
脈
牡
イ
苅
購
メ
ね
ト
）
。
３
こ
う
し
た
諸
指
標
の
決
定
と
そ
の
遂
行
過
程
の
管
理
お
よ

び
総
括
が
、
人
民
公
杜
に
お
け
る
生
産
経
営
符
理
作
業
の
核
心
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
労
働
力
の
合
理
的
な
利
用
と
生
産
資
料
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
）

の
適
切
な
配
分
に
か
か
わ
る
労
働
・
財
務
○
定
額
（
ノ
ル
マ
）
管
理
は
、
そ
の
基
木
的
な
環
で
あ
る
。

　
１
）
　
各
級
管
理
組
織
の
権
限
細
目
は
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
；
公
杜
ｌ
ａ
、
隊
へ
の
任
務
割
当
と
生
産
指
標
の
指
示
、
隊
の
長
期
お
よ
び
年
問
計
閉

　
　
の
最
終
批
准
、
ｂ
、
隊
収
入
の
消
費
と
苔
秩
の
比
率
・
上
納
苓
穣
金
比
率
の
決
定
、
ｃ
、
全
労
働
力
・
生
唯
手
段
の
調
達
と
削
分
（
等
価
交
換
が

　
　
行
わ
れ
る
）
、
ｄ
、
信
用
・
財
政
・
購
販
部
の
直
営
、
全
祉
的
規
模
の
各
企
業
と
事
業
の
建
設
・
購
入
お
よ
び
経
営
管
理
、
ｃ
、
淋
院
・
養
老
院

　
　
や
一
＾
級
学
校
の
運
営
、
ｆ
、
一
定
以
上
の
幹
部
の
任
免
権
。
生
産
隊
Ｉ
　
ａ
、
長
期
お
よ
び
年
閉
の
火
咋
・
肘
務
・
分
舵
計
固
の
作
成
と
火
施
、

　
　
ｂ
、
各
小
隊
へ
の
労
働
力
・
賃
金
基
金
・
供
給
食
糀
・
食
堂
州
菜
園
の
紀
分
と
調
整
、
お
よ
び
労
働
ノ
ル
マ
の
設
定
と
労
働
計
画
の
作
成
・
火
施
、

　
　
ｃ
、
隊
規
棋
の
各
種
小
型
企
業
の
経
営
管
理
、
若
干
の
大
型
農
具
・
役
裕
の
購
入
と
符
理
、
ｄ
、
隊
規
枚
の
小
型
火
本
建
設
・
禍
利
班
業
・
文
化
教

　
　
育
箏
業
の
建
設
と
運
蛍
、
ｅ
、
一
定
範
閉
の
幹
部
任
免
椴
。
小
隊
１
．
ａ
、
ロ
パ
体
的
な
短
期
計
胸
の
作
成
と
生
産
の
遂
行
、
ｂ
、
隊
の
決
定
に
し
た

　
　
が
い
、
各
小
隊
貰
の
労
働
の
評
価
、
賃
金
額
の
決
定
と
支
総
、
ｃ
、
中
小
型
農
具
の
管
理
、
各
秘
牢
細
事
業
の
運
営
、
ｄ
、
牢
細
基
本
建
設
お
よ
び
食

　
　
　
農
村
人
民
公
杜
の
所
有
制
と
発
展
構
迭
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一
　
（
五
三
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
（
五
三
八
）

　
堂
・
托
児
所
・
治
療
所
の
経
営
管
理
、
お
よ
び
個
人
副
業
の
援
助
。
（
横
川
次
郎
、
前
出
「
人
民
公
杜
の
集
団
的
所
有
制
」
）
。

２
）
　
　
「
人
民
日
報
」
杜
説
「
生
産
隊
の
権
限
を
尊
重
せ
よ
」
　
（
一
九
六
一
年
六
月
二
一
日
）
は
、
「
生
産
隊
は
杜
大
員
衆
の
生
産
活
動
を
直
接
組
織
す

　
る
単
位
で
あ
っ
て
、
党
の
政
策
が
杜
員
の
中
に
全
面
的
に
浸
透
す
る
か
ど
う
か
は
、
生
産
隊
が
も
っ
べ
ぎ
一
定
の
権
限
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
か
ど

　
う
か
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
杜
員
大
衆
と
生
産
隊
の
幹
部
は
、
そ
の
隊
の
土
地
・
農
耕
・
作
物
な
ど
の
特
性
に
精
通
し
、
杜
員
の
情
況

　
と
特
徴
に
も
精
通
し
て
い
る
。
か
れ
ら
は
、
生
産
の
第
一
線
で
、
そ
の
時
、
そ
の
地
方
に
お
け
る
各
種
の
条
件
の
変
化
を
把
握
し
て
い
る
」
と
の

　
べ
て
、
生
産
隊
の
権
限
を
正
し
く
尊
董
す
る
こ
と
が
、
生
産
隊
の
生
産
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
管
理
上
の
第
一
義
的
な
間
題
で
あ
る
と
強
調
し
て

　
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
生
産
隊
」
ば
「
生
産
小
隊
」
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
（
追
記
を
参
照
）
。

３
）
　
同
『
人
民
日
報
』
杜
説
は
、
　
「
『
三
包
一
奨
』
制
の
実
施
は
、
公
杜
の
経
営
管
理
水
準
室
。
同
か
め
、
広
汎
な
杜
員
の
生
産
積
極
性
室
目
同
め
る
う

　
え
で
重
要
的
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
…
…
こ
の
制
度
の
長
所
は
、
公
杜
の
三
級
管
理
単
位
の
問
の
関
係
、
と
く
に
基
本
計
算
単
位
（
請
け
負
わ
せ

　
る
単
位
）
と
基
本
生
睦
単
位
（
請
け
負
う
単
位
）
と
の
関
係
を
正
し
く
調
整
し
、
小
集
団
（
小
隊
）
と
大
集
団
（
生
産
隊
．
公
杜
）
な
い
し
国
家
の
利

　
益
を
か
た
く
結
合
し
、
杜
員
の
利
益
と
集
団
の
利
団
の
利
盗
を
結
合
す
る
点
に
あ
る
。
」
と
し
、
　
「
三
包
一
奨
」
制
実
施
に
あ
た
っ
て
、
つ
ぎ
の

　
諸
点
を
堅
持
す
る
べ
ぎ
だ
と
の
べ
て
い
る
。
一
、
生
産
小
隊
の
労
働
力
の
固
定
を
重
点
と
す
る
「
四
固
定
」
活
動
を
正
し
く
お
こ
な
い
、
大
面
積

　
豊
産
旧
の
経
鴬
も
小
隊
を
基
準
と
す
る
べ
ぎ
で
あ
っ
て
、
　
「
四
固
定
」
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
白
発
性
と
相
互
利
益
の
原
則
、
等
価
交
換
の
原

　
則
を
ま
も
る
べ
き
で
あ
る
。
二
、
請
け
負
い
指
標
（
平
年
作
条
件
の
も
と
で
ｏ
前
年
実
績
生
産
よ
り
も
や
や
一
。
同
く
、
そ
の
年
に
実
現
可
能
た
生
産

　
高
を
や
や
下
ま
わ
る
）
を
正
し
く
決
定
し
、
か
つ
、
そ
れ
が
確
実
に
請
け
負
い
単
位
に
う
け
入
れ
ら
れ
、
真
剣
に
経
営
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
。

　
三
・
当
初
の
桁
標
が
不
適
当
で
あ
っ
た
り
、
実
現
不
能
で
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
場
合
は
、
民
主
主
義
に
の
っ
と
っ
て
、
基
本
計
算
単
位
と

　
生
雌
単
位
が
語
し
あ
い
「
三
包
」
指
標
を
調
整
・
修
正
す
る
が
、
ど
こ
ま
で
も
「
三
包
一
奨
」
側
を
堅
持
す
る
。
な
お
牛
雌
責
任
．
奨
励
捌
の
形

　
態
は
・
地
方
や
公
杜
・
生
産
隊
の
条
件
に
お
う
じ
で
決
定
さ
さ
れ
る
の
で
「
三
包
一
奨
」
「
四
包
一
奨
」
「
五
包
一
奨
」
な
ど
一
律
で
は
な
い
（
な

　
お
・
「
人
民
日
報
一
祉
説
－
一
九
五
九
年
二
月
一
七
口
、
箭
代
新
な
ど
「
土
地
柄
に
ふ
さ
わ
し
く
、
一
、
一
包
一
奨
」
御
を
実
施
し
よ
う
」
１
「
紅
旗
一

　
一
九
六
一
年
一
五
・
一
六
合
併
号
を
参
照
）
。

４
）
　
「
各
級
牛
炊
組
繊
は
、
計
画
管
理
・
労
働
符
双
・
鮒
務
管
理
で
あ
ろ
う
と
□
、
三
包
一
奨
」
制
の
火
施
で
あ
ろ
う
と
、
す
べ
て
定
徽
符
那
と
切
り
は

　
な
せ
な
、
…
…
令
理
的
た
労
働
定
楓
と
鮒
務
定
纐
を
も
て
ぼ
、
人
力
・
物
力
・
財
力
の
う
え
で
よ
り
火
際
に
あ
っ
た
標
雌
を
も
っ
こ
と
が
で
キ
、
、

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
公
杜
・
牛
雌
隊
・
乍
産
小
隊
の
三
級
閉
の
閑
係
を
よ
り
密
切
に
し
、
経
済
的
閑
係
を
い
っ
そ
う
計
阿
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

こ
の
う
ち
労
働
定
額
が
と
く
に
重
要
で
あ
る
。
労
働
定
額
の
高
低
は
各
種
の
生
産
事
業
問
の
労
働
力
配
分
・
各
種
ポ
ス
ト
に
い
る
杜
員
の
労
働
報

酬
と
密
切
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
「
（
「
農
村
人
民
公
杜
は
定
額
管
理
活
動
を
立
派
に
実
施
す
る
べ
ぎ
で
あ
る
」
１
ｉ
人
民
日
報
』
杜
説
一
九
六

一
年
一
月
一
二
日
、
な
お
「
財
務
管
理
を
立
派
に
す
る
こ
と
は
人
民
公
杜
の
建
設
を
強
化
す
る
重
要
な
環
で
お
る
」
１
「
人
民
日
報
」
杜
説
一
九

六
一
年
一
月
二
〇
日
を
参
照
）
。

四
　
人
民
公
杜
に
お
げ
る
分
配
関
係
・
制
度

公
杜
に
お
け
る
所
得
の
分
配
は
、
生
産
を
高
速
度
で
発
展
さ
せ
、
公
杜
制
度
を
つ
き
つ
づ
い
て
強
化
す
る
た
め
の
き
わ
め
て
重
要
な

経
済
的
・
政
治
的
な
問
題
で
あ
り
、
ま
た
国
家
・
杜
会
主
義
大
工
業
と
公
杜
、
公
杜
と
公
杜
、
公
杜
と
生
産
隊
、
各
種
集
団
と
杜
員
、

お
よ
び
礼
貝
と
杜
員
の
利
益
と
直
接
に
複
雑
に
む
す
び
つ
い
た
問
題
で
あ
る
（
仁
蝋
附
鰍
ト
搬
揃
以
喘
弼
一
転
脾
鳩
イ
旭
班
＾
判
塊
塊
）
・
１
分
配
ボ
画

は
い
う
ま
で
も
な
く
生
産
計
画
と
表
葉
一
体
の
関
係
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
ン
、
の
計
画
作
成
な
ど
の
諸
活
動
の
基
本
原
則
は
、
新

た
な
生
産
過
程
を
も
っ
と
も
効
果
的
・
秩
極
的
に
実
視
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
な
に
よ
り
も
、
公
什
各
級
単
位
の
生
産
の
不
断
の

経
済
性
の
た
か
い
発
展
を
某
礎
に
し
て
、
因
家
に
た
い
す
る
請
義
務
を
責
任
も
っ
て
履
行
し
、
公
祉
・
生
産
隊
内
郁
の
蓄
秩
金
を
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

保
す
る
と
同
時
に
、
礼
貝
の
物
質
的
文
化
的
水
準
を
適
宜
に
引
き
あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
（
鰍
舳
総
）
。
公
什
符
理
委
員
会
は
、
こ
の
原
則

に
た
っ
て
、
そ
の
す
べ
て
の
牛
産
経
営
部
門
を
包
托
す
る
全
般
的
な
分
配
計
画
を
作
成
し
、
小
産
隊
な
ど
の
経
済
計
算
の
某
本
単
位

に
わ
り
ふ
る
。
そ
し
て
、
若
干
の
ｎ
由
裁
壮
権
を
行
使
し
て
止
産
隊
が
作
吹
し
た
隊
独
ｎ
ｏ
分
配
計
西
は
、
公
杜
符
理
委
貰
会
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

っ
て
最
終
的
に
批
准
・
確
定
さ
れ
て
、
生
産
小
隊
に
わ
り
ふ
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
化
産
隊
な
ど
の
各
級
の
分
配
計
画
が
公
礼
の
全

般
的
な
計
画
の
有
機
的
な
一
部
分
と
な
る
と
と
も
に
、
公
杜
ｏ
計
画
も
国
家
計
画
の
は
な
れ
が
た
い
一
環
を
形
成
す
る
。
し
か
し
、

　
　
　
農
村
人
民
公
杜
の
所
有
制
と
発
展
構
造
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
　
（
五
三
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）

差格の準水得
）

所
元

問
、

杜
剖

恥
人

人
○

表８第

消
金

均
基

平
費

蓄
金均

平
積

純
入均

平
収

Ｏ
●

０８

８１
■

５６

６
●

９５１

Ｏ
●

０２１

一
均

総
入

平
収

２０
●

４８２６０
■

８３３

２
●

０２２２５
●

３４２

衛
杜
紅
杜

目
芯一

リ
公
邑
公

一
平一

逐
生
夏
旗

民
い

人
つ

「
こ
へ
り

兵
刷
岬

鳩
串

省
へ
９
５

庸
制
－

河
有
－
“

も
所
究

と
的
研

杜
民
済

両
人
経

，
全
「

年
の
一

５
８
杜
」

１
９
公
て

）考備（

）％（差格の率比配分の問隊産生表９第

…
　
　
；
　
■
　
　
■
　
　
－
　
’
　
　
　
　
　
　
　
’

費
金

消
基

８
４

１
５

４
５

■
　
　
－
　
　
－
　
　
　
　
」

一
　
　
　
　
　
　
　
　
；
　
，
■
　
　
　
』
　
；
１
　
　
■
　
■
　
　
　
－
　
，
　
　
　
　
　
　
１
　
１
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
－
　
－
　
－

利
金

３

３

３

福
基

■
　
１
　
一
　
■
　
；
ヨ
　
　
■
　
　
　
－
－
　
１
■
　
■
　
一
■
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
，

金積
１
２

８
１

５
ユ

蓄

■
　
　
！
－
；
１
　
　
　
　
，
　
　
　
『
１
　
□
　
「
■
－
－

・
量

産
理

１
２

１
２

１
２

生
管

１
■
■
ｌ
　
　
Ｉ
ｌ
　
　
ｌ
ｌ
ｌ

７

７

７

１
　
－
　
－

■
　
　
；
　
…
　
　
　
，
　
１
　
　
　
　
　
；

な
隊

の
隊

な
隊

■

’

繁
般
産
勘
産

’

先
生

一
生

後
生

一

－
　
■
　
　
，
　
ｉ
ｌ

，

係
山
」

関
貯
刊

の
瞳
月

費
　
　
半

消
県
華

と
平
新

積
逐
ｒ

蓄
南
一

「
河
」

か
一
告

ほ
よ
報

明
せ
査

志
理
調
）

黄
処
の
号

（
く
杜
１
３

年
し
公
年

５
９
正
民
５
９

１
９
を
人
１
９

）考備（

　
　
　
　
　
二
一
四
（
五
四
〇
）

公
杜
に
お
け
る
所
得
分
配
は
、
全
人
民
的
所

有
制
の
国
営
諸
企
業
に
お
け
る
も
の
と
は
性

格
上
基
本
的
な
差
異
を
も
つ
て
お
り
、
各
公

杜
は
も
と
よ
り
、
各
生
産
隊
の
所
得
・
そ
の

分
配
量
お
よ
び
分
配
形
態
問
の
比
率
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
経
済
条
件
・
生
産
水
準
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
る
（
第
八
・
九
表
を
参
照
）
。
「
現
段

階
に
お
け
る
主
要
な
生
産
手
段
は
基
本
的
に

産
隊
の
所
有
で
あ
り
、
生
産
物
も
基
本
的
に

は
生
生
産
隊
に
よ
っ
て
分
配
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
も
し
、
分
配
制
度
を
生
産
隊
の
基
本

的
所
有
制
に
適
応
さ
せ
な
け
れ
ば
、
牛
産
隊
の
某
本
的
所
有
制
の
堅
持
・
強
化
は
意
義
を
う
し
な
う
で
あ
ろ
う
」
（
イ
榊
岬
０
人
概
イ
閉
肝
弍
イ
引
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
上
か
ら
下
ま
で
一
質
し
て
計
画
的
に
分
配
さ
れ
る
所
得
は
、
牛
産
経
常
諦
椰
門
Ｏ
大
巾
な
売
脹
Ｏ
結
果
い
ち
ぢ
る

し
く
坤
大
す
る
と
と
も
に
、
そ
Ｏ
構
成
内
答
も
変
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
、
多
角
経
仰
Ｏ
売
映
に
ト
一
っ
て
所
得
涼
泉
は
多
様

化
し
、
な
か
で
も
、
農
業
所
得
は
絶
対
的
に
は
棚
大
し
た
が
ら
、
柵
対
的
に
は
締
少
し
て
お
り
、
主
と
し
て
公
礼
級
所
有
．
経
仰
い

工
業
か
ら
Ｏ
所
得
は
絶
対
的
に
も
相
対
的
に
も
坤
大
す
る
。
二
、
公
礼
内
の
分
業
．
脇
業
Ｏ
溌
腿
と
小
比
物
の
多
様
化
に
、
よ
っ
て
、

小
床
物
交
扱
・
商
品
交
扱
が
必
然
的
に
払
大
し
、
ま
た
、
購
販
・
信
川
な
ど
ｏ
利
洲
が
く
わ
わ
る
。
三
、
一
ハ
付
米
削
側
た
い
、
し
を
っ



う
じ
て
対
国
家
、
対
公
扶
と
の
交
換
が
い
っ
ン
、
う
増
大
す
る
な
か
で
、
貨
幣
形
態
部
分
が
増
加
す
る
（
洲
燭
巧
焦
秒
峨
桃
鮒
寸
｝
鮒
酬
概
郡
鰯
札

　
　
　
）

鵜
蟄
塙
集
』
）
・
４
農
業
生
産
協
同
組
合
の
そ
れ
に
比
し
く
多
様
な
内
容
を
も
つ
公
杜
の
所
得
は
、
　
「
三
級
所
有
制
」
に
も
と
づ
く
三
級
管

理
制
度
・
経
済
計
算
制
の
実
施
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
帰
属
す
る
。

　
一
、
公
杜
に
帰
属
す
る
所
得
　
　
生
産
隊
の
上
納
す
る
蓄
横
金
、
公
杜
級
所
有
・
直
営
の
各
種
企
業
・
事
業
の
収
入
、
お
よ
び
Ｍ

Ｔ
Ｓ
、
発
電
施
傭
な
ど
現
代
的
農
業
機
器
の
生
産
隊
賃
貸
料
（
公
杜
所
有
生
産
隊
経
営
、
後
出
二
二
六
頁
の
註
２
）
を
参
照
）
。

　
二
、
生
産
隊
に
帰
属
す
る
所
得
　
　
隊
所
有
の
生
産
諸
手
段
・
資
料
の
利
用
、
労
働
力
利
用
に
よ
る
収
入
、
隊
所
有
経
営
の
小
型

企
業
の
収
入
、
生
産
隊
級
の
購
販
・
信
用
部
の
収
入
、
お
よ
び
公
杜
や
他
の
乍
産
隊
に
提
供
し
た
資
材
・
労
働
力
に
た
い
す
る
等
価

代
価
た
ど
。

　
三
、
生
産
小
隊
に
帰
属
す
る
所
得
　
　
小
隊
級
の
副
業
と
零
細
企
業
の
収
入
、
農
業
の
副
産
物
、
お
よ
び
責
任
任
務
の
超
過
達
成

部
分
に
た
い
す
る
奨
励
金
な
ど
（
鵬
訓
炊
梛
グ
珊
ポ
糾
畑
似
帆
蛎
融
鯛
塒
～
鯉
ポ
舵
↓
）
。

　
公
杜
の
各
級
経
済
計
算
単
位
は
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
属
す
る
所
得
の
総
額
を
、
Ｈ
　
農
業
税
・
商
工
業
税
の
納
付
な
い
し
利
澗
の
上

納
、
お
よ
び
、
同
家
に
た
い
す
る
そ
の
他
の
諾
義
務
の
履
行
、
ｏ
　
生
産
符
双
費
の
償
却
、
お
よ
び
拡
大
再
生
産
の
た
め
の
蓄
秩
基

金
と
福
利
・
教
育
な
ど
非
生
睦
部
門
へ
の
支
出
の
控
除
、
自
　
賃
金
制
と
供
給
制
か
ら
な
る
各
種
成
貝
に
た
い
す
る
消
費
基
金
の
確

得
、
の
三
つ
の
分
配
形
態
を
つ
う
じ
て
分
胴
す
る
（
貼
蝸
鳩
肘
蛾
松
倣
鰯
敬
疋
抑
幻
搬
雌
剛
仏
中
）
。
こ
れ
ら
の
分
配
形
態
は
、
公
杜
の
各
級
計
算

革
位
が
分
舵
を
実
施
す
る
に
際
し
て
の
序
列
で
も
あ
る
。
ン
、
し
て
、
策
一
の
形
態
に
た
い
す
る
第
二
・
三
形
態
は
、
主
と
し
て
、
因

宋
．
糺
会
主
義
大
工
業
と
公
杜
・
生
産
隊
の
問
ｏ
分
配
閑
係
・
利
益
の
調
幣
閑
係
を
体
汎
し
、
獅
一
・
二
杉
態
「
－
た
い
す
る
獅
三
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
閑
係
の
閑
係
は
、
全
般
的
に
、
蓄
破
と
消
蛮
の
比
率
関
床
を
あ
ら
わ
し
、
そ
し
て
、
第
二
形
態
と
箪
三
形
態
の
閑
係
は
、
公
杜
あ

　
　
　
農
村
人
民
公
杜
の
所
有
制
と
発
展
構
遣
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
　
（
五
四
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ニ
ハ
　
（
五
四
二
）

る
い
は
生
産
隊
朴
糾
に
お
け
る
蓄
積
と
消
費
の
肥
分
関
係
、
成
員
の
所
得
水
準
を
体
現
す
る
も
○
で
あ
る
（
舳
艘
沽
小
祇
甑
雌
灼
蜥
姉
喘
肚
耕
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
）

翻
欝
災
汀
烈
瓢
鯛
讐
主
一
。

　
１
）
　
　
「
分
配
の
問
題
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
国
家
の
利
益
、
集
団
の
利
益
お
よ
び
個
人
の
利
益
を
と
も
に
考
慮
に
い
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
ま
た
、

　
　
わ
れ
わ
れ
は
・
国
家
の
税
収
、
協
同
組
合
の
蓄
積
お
よ
び
農
民
の
個
人
収
入
の
三
方
面
の
関
係
に
っ
い
て
適
切
に
処
理
し
、
っ
ね
に
そ
の
相
互
問

　
　
の
矛
盾
を
調
整
す
る
よ
う
に
気
を
く
ば
ら
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
」
　
（
毛
沢
東
「
人
民
内
部
の
矛
盾
の
正
し
い
処
理
の
間
題
に
つ
い
て
」
１
戦
後
著

　
　
作
集
一
八
三
頁
）
。
こ
こ
で
直
接
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
農
業
生
産
協
同
組
合
で
あ
る
が
、
公
杜
段
階
に
お
い
て
も
、
国
家
Ｈ
全
人
民
的
所
有

　
　
と
公
杜
ｕ
集
団
的
所
有
、
大
集
団
と
小
集
団
の
関
係
に
は
基
本
的
な
変
化
は
な
い
。

　
２
）
　
　
「
生
産
は
、
生
産
の
対
立
規
定
に
お
け
る
牛
産
自
身
を
包
摂
す
る
と
同
様
に
、
他
の
諸
契
機
を
も
包
摂
す
る
、
過
程
は
つ
ね
に
牛
産
か
ら
は
じ

　
　
ま
る
。
…
…
し
か
し
・
生
産
の
諸
要
因
の
分
配
と
し
て
は
、
分
配
白
身
が
生
産
の
一
契
機
で
あ
る
」
　
（
マ
ル
ク
ス
「
経
済
学
批
判
序
説
」
１
青
木

　
　
文
庫
一
一
経
済
学
批
判
」
三
一
〇
頁
）
。

３
）
公
杜
の
全
体
の
計
画
は
、
県
以
上
の
上
級
指
麗
閑
に
よ
つ
て
批
准
．
確
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
と
き
、
国
家
と
公
杜
．
素
隊
の
間
で
実
施
さ

　
　
れ
る
買
付
制
・
契
約
制
が
、
そ
の
た
め
の
中
核
と
な
つ
て
い
る
（
中
共
中
火
・
国
務
院
「
人
民
公
杜
化
の
情
勢
に
適
応
し
て
農
村
の
財
政
交
場
管

　
　
理
体
制
を
改
善
す
る
こ
と
に
閑
す
る
規
定
」
－
一
人
民
日
報
」
一
九
五
九
年
一
二
月
二
〇
日
、
な
お
、
新
華
諭
文
－
一
巾
央
合
作
適
訊
」
一
九
五

　
　
九
年
五
号
を
参
照
）
。

　
４
）
　
　
「
国
蛍
企
業
が
集
団
的
所
有
の
経
済
単
位
か
ら
物
資
を
貫
い
っ
け
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
非
現
金
決
済
を
お
こ
な
い
、
代
金
を
棉
手
方
の
預
金
勘

　
　
定
に
う
っ
す
」
　
（
荻
亜
光
「
わ
が
国
銀
行
の
非
現
金
決
済
法
」
１
１
一
，
紅
旗
」
　
一
九
六
〇
年
一
六
号
）
。
農
村
集
市
に
お
け
る
商
業
沽
動
を
っ
う
ず

　
　
る
場
く
口
は
・
公
杜
・
牛
脈
隊
の
収
入
は
貨
幣
形
態
を
と
る
（
中
共
中
火
・
国
務
院
「
農
村
集
市
取
引
に
関
す
る
規
定
」
１
「
人
Ｋ
日
報
－
一
一
九
五
九

　
　
年
九
月
二
五
口
、
お
よ
び
「
人
民
公
杜
化
後
の
農
村
商
業
活
動
の
新
し
い
変
化
」
１
「
大
公
報
」
一
九
六
、
、
Ｊ
年
一
、
り
月
一
六
口
、
な
ど
を
参
照
）
。

　
５
）
　
＾
昂
会
議
決
議
は
、
　
「
符
理
Ｋ
（
あ
る
い
は
牛
雌
大
隊
）
が
一
般
に
、
工
業
・
農
業
．
商
業
．
教
育
．
軍
班
か
、
一
て
れ
ぞ
れ
符
双
し
、
経
済
而
で

　
　
の
採
算
を
お
こ
な
う
単
位
で
あ
り
、
損
益
に
っ
い
て
は
公
杜
が
統
一
的
な
仁
＾
任
を
お
う
。
」
（
策
六
項
）
と
の
べ
、
当
時
の
「
公
祉
単
一
の
集
団
的

　
　
所
有
」
規
定
を
も
と
に
し
て
、
経
済
計
算
の
基
本
単
位
を
公
祉
と
し
て
い
た
。

　
人
民
公
礼
に
お
け
る
生
産
諦
閑
係
と
生
産
力
水
準
に
照
応
し
て
、
蓄
秩
と
消
薮
の
比
率
閑
係
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
分
配
ｏ
も
っ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

と
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
Ｃ
公
社
に
お
け
る
拡
大
再
生
産
の
た
め
の
蓄
積
の
任
務
は
、
主
と
し
て
、
人
民
公
杜
が
杜
会
主
義
的
集
凧

所
有
の
経
済
で
あ
る
と
い
う
事
由
か
ら
、
Ｈ
　
公
杜
・
生
産
隊
内
部
で
運
用
さ
れ
る
蓄
積
基
金
の
確
保
、
い
　
国
家
工
業
化
の
た
め

の
い
わ
ば
直
接
的
な
蓄
積
（
財
政
収
入
な
ど
）
、
の
二
つ
で
あ
る
（
鮒
蝶
輪
都
釘
塒
碓
私
栃
棚
馴
躰
癖
閉
〃
）
。
国
家
の
杜
会
主
義
的
工
業
化

の
資
金
蓄
積
に
つ
い
て
い
え
ば
、
　
「
先
公
後
杜
再
杜
員
」
の
原
則
に
し
た
が
い
、
公
杜
・
生
産
隊
は
、
ま
ず
優
先
的
に
、
農
業
税
．

商
工
諸
税
を
納
付
し
あ
る
い
は
利
潤
の
一
部
を
上
納
し
、
ま
た
買
付
制
・
契
約
制
を
つ
う
じ
て
国
家
の
規
定
価
格
で
生
産
物
を
売
り

渡
す
。
こ
の
原
則
は
、
す
で
に
、
農
業
生
産
協
同
組
合
が
そ
の
経
営
基
礎
を
か
た
め
、
管
弾
組
織
を
整
傭
し
、
成
員
の
白
覚
を
た

か
め
る
な
か
で
、
し
だ
い
に
実
施
に
う
つ
さ
れ
て
き
た
（
摂
蟻
離
鰍
飾
姻
蛉
削
腕
臓
馴
榊
灘
搬
臓
組
」
肥
訴
ダ
）
。
人
民
公
杜
は
、
う
け
つ
い
だ
農
業

税
の
納
付
に
く
わ
え
て
、
商
工
諸
税
の
納
付
あ
る
い
は
利
潤
の
上
納
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
先
公
後
杜
再
杜
員
」
の
原
則

が
お
よ
ぶ
範
囲
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
農
業
生
産
物
の
買
付
制
・
契
約
制
や
工
業
生
産
物
の
商
品
交
換
を
つ
う
じ
て
、
国
家
の
財
政

収
入
源
を
い
っ
ン
、
う
拡
大
し
安
定
し
て
、
国
家
工
業
化
資
金
の
拡
大
蓄
稜
に
貢
献
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
農
業
税
が
こ
こ
数
年

ら
い
三
三
億
元
水
準
に
ほ
ぼ
固
定
化
し
、
そ
の
農
業
生
産
総
額
に
し
め
る
比
重
が
一
」
九
五
八
年
の
六
・
四
％
か
ら
一
九
五
九
年
の
五
・

四
％
へ
と
低
下
し
、
し
か
も
商
工
諸
税
の
税
率
も
変
化
せ
ず
、
ま
た
国
家
財
政
収
入
に
し
め
る
工
業
関
係
収
入
と
農
業
関
係
収
入
の
比

率
も
、
一
九
五
七
年
－
四
〇
％
対
六
〇
％
、
一
九
五
九
年
－
五
五
％
対
四
五
％
と
変
化
し
た
条
件
の
も
と
で
、
農
業
関
係
収
入
が
そ

の
絶
対
徽
に
お
い
て
は
一
九
五
七
年
－
約
一
八
六
億
元
、
　
一
九
五
九
年
－
約
二
四
三
・
七
億
元
（
一
．
八
倍
）
と
蛸
加
し
て
い
る
箏

実
に
あ
き
ら
か
で
あ
る
（
搬
燃
仁
咋
叩
朴
叡
イ
鳩
禰
ぴ
わ
帥
れ
刈
協
肱
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
国
家
工
業
化
の
た
め
の
資
金
蓄
秩
が
、
唄
家
的
見
地
か
ら
人
民
公
礼
に
あ
た
え
ら
れ
る
規
定
任
務
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
公
祉
．
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

産
隊
内
部
に
お
け
る
蓄
秩
（
第
二
の
形
態
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実
現
し
た
生
産
発
展
水
準
に
規
制
さ
れ
つ
つ
、
独
白
に
決
定
さ
れ
る

　
　
　
農
村
人
民
公
杜
の
所
有
制
と
発
展
構
造
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
　
（
五
四
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
八
　
（
五
四
四
）

も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
蓄
積
と
消
費
の
比
率
い
蓄
債
率
は
、
年
六
「
九
〇
％
以
上
の
杜
員
が
増
収
す
る
」
　
「
少
な
く
控
除
し
て

多
く
分
配
す
る
」
こ
と
を
一
般
的
基
準
と
し
、
ま
た
生
産
発
展
の
需
要
を
評
最
し
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
般
的
基
準
は
、

農
業
生
産
協
同
組
合
段
階
に
お
い
て
も
、
比
率
決
定
○
前
提
で
あ
っ
た
が
、
生
産
発
展
の
度
合
に
お
う
じ
て
、
当
然
、
蓄
積
率
の
引

上
げ
が
志
向
さ
れ
て
き
た
。
農
業
生
産
の
大
発
展
を
期
し
た
一
九
五
八
年
は
じ
め
、
各
地
の
農
業
生
産
協
同
組
合
の
蓄
積
率
引
上
げ

の
要
請
に
こ
た
え
て
、
全
国
的
な
範
囲
で
基
準
が
引
上
げ
ら
れ
、
一
般
の
協
同
組
合
は
総
収
入
の
八
％
以
上
、
経
済
作
物
経
営
の
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

同
組
合
は
同
じ
く
二
一
％
以
上
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
人
民
公
杜
が
創
設
さ
れ
て
い
ご
、
一
連
の
整
傭
活
動
を
へ
て
、
一
般

に
、
蓄
稜
率
は
総
収
入
の
一
五
％
な
い
し
二
〇
％
、
公
益
福
利
金
は
同
じ
く
三
％
か
ら
五
％
の
水
準
に
安
定
さ
せ
ら
れ
た
（
峨
｛
＾
ポ
補

鮒
榊
蜥
締
淵
れ
吋
）
。
公
杜
の
所
得
の
増
加
と
こ
う
し
た
蓄
積
率
の
引
上
げ
の
結
果
、
一
九
五
八
年
、
農
村
人
民
公
杜
の
蓄
秩
基
金
は
一
〇
一

億
元
に
た
っ
し
た
が
、
こ
れ
は
一
九
五
三
年
か
ら
一
九
五
七
年
に
か
け
て
個
人
農
業
経
営
と
農
業
生
産
協
同
組
合
が
集
秩
し
た
蓄
稜

基
金
総
額
の
二
分
の
一
以
上
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
州
雌
吋
ポ
哺
咄
恥
飢
弍
）
。
ン
、
し
て
、
一
九
五
九
年
に
は
さ
ら
に
一
五
〇
億
元
に

拡
大
し
た
（
払
＾
○
民
神
イ
片
」
ト
）
。

　
集
団
的
所
有
を
某
礎
と
す
る
人
民
公
祉
の
蓄
秩
率
が
、
ン
、
れ
ぞ
れ
の
経
済
条
件
．
化
産
猪
吸
の
水
準
に
し
た
が
っ
て
一
律
で
は
な

い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
　
「
生
肢
隊
を
基
本
と
す
る
三
級
所
有
制
」
の
も
と
で
、
同
一
公
杜
の
化
産
隊
な
ど
の
経
済
計
箪
単

位
の
閉
で
も
一
律
で
な
く
、
発
展
水
準
の
＾
い
先
遊
的
た
小
産
隊
Ｏ
蓄
被
率
は
柵
対
的
に
高
い
蓄
秩
率
を
も
ち
、
他
方
、
後
遊
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

牛
帳
隊
の
蓄
秩
率
が
低
く
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
凧
要
で
あ
る
（
前
山
第
九
表
を
参
照
）
。
　
生
雌
隊
は
ン
、
の
蓄
秩
金
の
大
半
を
隊
内

で
…
主
的
に
遮
州
す
る
ほ
か
に
、
　
一
定
の
椰
分
（
固
定
楓
お
る
い
は
比
率
）
を
公
礼
級
．
公
礼
竹
〃
委
貰
会
に
Ｌ
Ｌ
納
す
る
。
ン
、
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
）

同
委
貝
会
は
、
直
営
諮
企
業
ｏ
蓄
秋
金
と
同
求
ｏ
鮒
物
上
ｏ
援
助
と
と
も
に
牛
産
隊
○
上
納
蓄
秩
金
を
、
各
火
雌
椰
門
○
比
例
発
俊
、



多
角
経
営
○
い
っ
リ
！
、
○
発
展
、
農
業
基
本
建
設
の
実
施
、
お
よ
び
技
術
装
傭
○
向
上
な
ど
○
た
め
に
統
一
的
に
運
用
す
る
（
肺
鮒
』
『
秋
紙

一
一
皇
、
き
ぺ
産
隊
○
上
納
蓄
積
金
の
運
用
は
、
公
杜
級
経
済
の
発
展
を
保
証
す
る
と
同
時
に
・
釜
曹
な
生
産
隊
○
差
震

を
直
接
援
助
し
て
、
先
進
的
な
生
産
隊
の
水
準
に
ま
で
引
上
げ
る
う
え
で
い
ち
ぢ
る
し
い
役
割
を
は
た
し
て
お
り
、
　
「
公
杜
級
を
基

本
と
す
る
三
級
所
有
制
」
の
実
現
の
た
め
の
条
件
を
と
と
の
つ
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
九
年
、
全
国
の
後
進
的
な
生
産
隊
の

三
分
の
一
（
一
七
、
○
○
○
隊
）
は
、
す
で
に
先
進
生
産
隊
の
水
準
に
お
い
つ
き
、
ま
た
三
分
の
一
の
生
産
隊
は
一
般
生
産
隊
に
お
い

つ
い
て
お
り
、
他
の
生
産
隊
も
し
だ
い
に
そ
の
格
差
を
縮
少
し
て
い
る
（
船
け
紙
船
北
帥
閑
－
越
北
ル
麟
聰
鉄
般
靴
寸
旭
鵡
０
隊
靴
聖
肋
イ
砒
確
）
。

１
）
　
一
九
五
〇
年
の
財
政
収
入
は
、
そ
の
三
四
．
一
％
が
国
営
経
済
と
各
種
協
同
組
合
、
三
二
・
九
％
が
私
営
工
商
業
、
二
九
・
六
％
が
、
個
人
経

　
営
農
民
、
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
九
年
に
は
、
全
収
入
の
八
七
・
九
％
が
国
蛍
経
済
、
一
一
・
三
％
（
公
杜
に
移
管
さ
れ
た
国
営
企

　
業
の
上
納
金
を
別
に
す
れ
ば
七
．
四
％
）
が
農
村
人
民
公
杜
、
に
よ
る
も
の
で
お
っ
た
（
李
先
念
「
一
〇
年
末
の
中
国
財
収
の
偉
大
な
勝
利
」
－

　
『
人
民
日
報
」
一
九
五
九
年
九
月
二
八
日
）
。
こ
の
よ
う
に
、
直
接
に
「
農
業
税
の
形
で
直
接
国
家
財
政
収
入
に
く
わ
わ
る
資
金
は
、
財
政
収
入
で

　
わ
ず
か
な
比
率
し
か
し
め
な
い
。
し
か
し
、
工
業
・
交
通
・
商
業
な
ど
の
部
門
が
税
収
あ
る
い
は
利
潤
の
形
で
国
家
に
上
納
す
る
う
ち
の
か
な
り

　
の
部
分
は
、
農
産
物
の
加
工
．
運
輸
．
販
売
か
ら
う
ま
れ
る
。
今
日
、
わ
が
国
の
財
政
収
入
中
で
は
直
接
あ
る
い
は
問
接
に
農
産
物
と
関
係
の
あ

　
る
も
の
が
、
約
半
ば
を
占
め
て
い
る
（
慶
魯
言
、
前
出
「
全
党
・
全
人
民
を
あ
げ
て
農
業
を
営
も
う
」
）
。

２
）
　
一
九
五
八
年
一
月
六
日
、
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
「
高
級
農
業
生
産
協
同
組
合
の
蓄
積
を
適
当
に
引
上
げ
る
こ
と
に
関
す
る
規
定
」
、

　
摩
魯
言
、
同
規
定
提
案
説
明
（
「
新
華
半
月
刊
』
一
九
五
一
年
三
号
）
を
参
照
。
慶
魯
言
は
、
当
時
、
河
南
省
の
二
、
五
五
九
協
同
組
合
の
う
ち

　
従
来
の
規
定
で
あ
る
八
％
以
下
を
こ
え
た
も
の
が
三
七
％
を
し
め
、
河
北
省
通
県
専
区
で
は
、
一
般
に
、
八
％
に
た
つ
し
、
一
部
は
一
五
％
に
も

　
た
っ
し
た
、
と
の
べ
て
、
蓄
積
率
の
引
上
げ
が
協
同
組
合
の
一
般
的
な
要
求
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

３
）
　
江
南
省
瞳
冴
山
公
杜
に
お
げ
る
全
杜
平
均
の
一
九
五
八
年
・
一
九
五
九
年
の
所
得
分
配
比
率
は
次
表
（
次
頁
）
の
と
お
り
で
あ
り
、
生
暖
管
理

　
費
に
つ
い
で
蓄
稜
金
の
比
率
が
引
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

４
）
　
国
家
は
、
農
業
税
．
商
工
諸
税
の
安
定
政
策
と
同
時
に
、
一
九
五
三
年
～
一
九
五
八
年
に
か
け
て
、
農
産
物
価
格
の
調
整
を
お
こ
な
い
、
農
民

　
の
収
入
を
年
々
一
八
○
億
元
増
加
さ
せ
た
。
ま
た
、
同
期
、
国
家
予
算
内
の
農
業
・
農
村
関
係
支
出
は
合
計
四
〇
〇
億
元
（
う
ち
直
接
に
農
業
牛

　
　
農
村
人
民
公
杜
の
所
有
制
と
発
展
構
造
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
　
（
五
四
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
十
巻
・
第
三
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
一
五
四
六
一

　
　
産
．
技
術
政
造
に
充
当
し
た
も
の
七
〇
％
、
文
教
・
窪
・
福
利
の
諸
事
業
に
三
〇
％
一
以
上
、
予
算
外
の
支
出
は
合
計
四
〇
億
元
に
た
こ
た
。

　
　
公
杜
化
後
・
財
政
の
直
接
無
襲
資
は
二
九
五
九
年
と
一
九
六
〇
年
合
計
で
二
五
億
に
の
ぼ
つ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
五
三
年
～
一
九
六
〇
年
、

　
　
国
家
銀
行
の
農
業
貸
付
金
は
ほ
ぼ
一
九
〇
億
元
で
お
一
た
一
葛
致
達
「
農
業
と
財
政
の
関
係
に
つ
い
て
一
－
『
大
公
報
』
一
九
六
一
年
二
月
二
日
一
。

　
５
）
　
生
産
隊
の
上
納
蓄
積
金
が
隊
内
の
蓄
積
金
に
ー
し
め
る
比
重
は
、
様
六
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
五
〇
％
が
上
納
さ
れ

　
　
る
と
す
る
報
告
圭
る
一
一
ア
ジ
ァ
経
済
旬
報
一
四
二
一
万
一
。
隻
、
一
九
六
〇
年
は
大
災
害
の
た
め
、
農
業
税
計
、
…
…
舳

　
　
の
徴
収
額
は
・
数
年
ら
い
の
水
準
を
わ
り
、
ま
た
、
公
杜
生
産
隊
内
の
蓄
積
・
公
益
金
は
総
収
人
の
五
％
と
し
、
　
　
　
　
　
１
１

　
　
一
般
に
六
五
％
を
、
　
災
害
地
方
で
は
七
〇
％
を
消
費
基
会
に
あ
て
た
（
凌
寒
「
農
村
人
民
公
杜
の
決
算
と
分
配
の
　
　
金
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
　
　
７
０
　
１

　
　
間
題
」
－
『
大
公
報
」
一
九
六
一
年
二
月
一
〇
日
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
　
６
１
５
１
　
蛆

各
級
経
済
計
画
単
位
の
総
所
得
の
一
般
に
六
五
％
か
ら
七
〇
％
を
し
め
る
消
費
基
金
は
、
「
労
働
に
応
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
％

ず
る
分
配
」
と
い
う
杜
会
主
義
の
分
配
法
則
に
の
っ
と
っ
て
、
賃
金
制
と
供
給
制
を
結
合
し
た
分
配
制
度
　
　
益
　
　
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公

を
つ
う
じ
て
分
配
さ
れ
、
杜
員
の
個
人
消
費
基
金
と
な
る
（
械
閉
ド
『
』
鰍
叶
イ
鳩
械
、
一
、
軌
コ
嶋
畔
舵
欄
恥
と
）
。
こ
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
％
　
　
　
　
１

部
分
の
比
率
は
、
現
在
、
賃
金
制
１
－
七
〇
％
、
供
給
制
－
三
〇
％
で
あ
る
（
破
臓
ボ
繍
咄
仁
膿
閉
肌
甑
づ
）
。
　
「
半
工
　
　
積
　
１
７
１
８
　
９
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓄
　
　
　
　
　
　
　
　
。

資
半
供
給
一
と
よ
ば
れ
套
の
分
覇
度
は
、
人
民
公
佳
淳
る
分
配
制
度
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
管
費
％
　
５
肌

賃
金
制
は
、
「
三
包
一
奨
一
制
を
反
映
し
て
、
基
本
賃
金
部
分
と
奨
励
金
部
分
に
わ
け
ら
れ
る
。
基
木
炉
旭
肌
ま

賃
金
部
分
は
、
大
衆
討
論
・
大
衆
評
定
の
方
誉
よ
つ
て
、
以
下
の
よ
う
に
し
て
分
讐
れ
る
。
Ｈ
杜
収
％
　
∴
沸

員
を
、
思
想
的
白
覚
・
技
術
水
準
鳶
力
一
強
碧
ど
を
基
準
に
し
て
六
等
級
な
い
し
八
等
級
（
そ
の
讐
ぷ
麻

最
大
の
隻
は
約
四
竿
灘
一
に
そ
れ
ぞ
れ
格
付
け
る
。
目
多
様
柔
産
性
を
も
つ
個
別
労
働
日
姦
　
　
　
１
，
，
一
）

準
一
作
業
－
一
寡
一
一
一
宰
竃
一
事
る
一
一
繋
・
莚
一
、
繁
作
業
－
一
芭
メ
禰
、
榊

「
工
分
」
（
報
酬
額
あ
る
い
は
報
酬
率
）
を
決
定
す
る
。
嘗
　
規
定
さ
れ
た
等
級
と
工
分
を
も
と
に
、
各
礼
貝



○
月
問
・
季
問
・
年
問
の
責
任
定
額
工
分
を
決
定
す
る
ｃ
そ
し
て
単
位
報
酬
額
に
実
働
標
準
工
分
数
を
乗
じ
て
、
基
本
賃
金
額
を
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

定
す
る
（
蛾
舳
倣
顯
臨
醐
叛
｝
）
・
２
標
準
作
業
日
へ
の
換
算
・
工
分
決
定
お
よ
び
責
任
定
額
工
分
の
規
定
は
、
生
産
性
の
多
様
な
個
別
労
働

力
を
単
一
の
尺
度
で
計
算
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
杜
員
会
の
利
益
関
を
正
し
く
調
整
す
る
た
め
の
中
心
的
な
作
業
で
あ
る
と
と
も

に
、
そ
れ
は
、
公
杜
に
お
け
る
牛
産
や
建
設
を
計
画
化
し
労
働
力
運
用
と
配
置
を
合
理
化
す
る
た
め
の
作
業
で
あ
る
（
和
艘
鮒
鰍
皿
侮
泌
撫

賊
昨
縦
吻
肌
紘
イ
加
鵡
イ
物
弍
坐
一
訂
）
。
し
か
し
、
農
業
生
産
の
場
合
、
工
業
の
場
合
と
ち
が
っ
て
、
白
然
条
件
の
影
響
を
う
け
、
ま
た
手
労

働
に
た
よ
っ
て
い
る
た
め
に
、
　
一
定
水
準
の
労
働
力
が
所
与
の
生
産
条
件
（
「
四
固
定
制
」
）
の
も
と
で
、
い
つ
も
一
定
の
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
労
働
の
成
果
（
生
産
．
労
働
・
コ
ス
ト
の
責
任
請
け
魚
い
）
を
最
終
的
に
評
定
す
る
「
評
工
記
分
」
制
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ど
が
併
用
さ
れ
て
、
基
本
賃
金
の
分
配
が
完
了
す
る
（
紘
馳
↓
僻
｛
繍
紗
糀
朕
伽
吋
↓
雌
珊
机
枠
川
的
）
・
３
同
時
に
、
「
三
包
」
任
務
を
超
過
し
た
部

分
に
た
い
し
て
、
経
済
計
算
単
位
は
奨
励
金
を
追
加
分
配
す
る
が
、
そ
の
大
部
分
が
生
産
責
任
単
位
で
あ
る
生
産
小
隊
内
の
集
団

的
消
費
と
礼
員
の
個
人
消
質
に
あ
て
ら
れ
る
ほ
か
に
、
　
一
部
分
は
経
済
計
算
単
位
の
追
加
収
入
と
し
て
控
除
さ
れ
る
（
榊
燃
ポ
州
榊
鮎
雌

肋
侃
榊
臓
附
畿
欄
ギ
る
舖
柵
釘
鮒
、
）
。
さ
ら
に
、
賃
金
支
払
の
終
了
後
、
賃
金
等
級
の
新
し
い
評
定
・
格
付
け
が
お
こ
な
わ
れ
て
、
　
「
か

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

働
に
応
ず
る
分
配
」
　
「
多
く
働
く
も
の
が
多
く
収
得
す
る
」
と
い
う
原
則
が
全
而
的
に
つ
ら
ぬ
か
れ
る
。

　
供
給
制
は
、
生
産
小
隊
が
直
接
符
〃
・
巡
営
す
る
公
共
灸
堂
に
よ
る
食
事
の
提
供
や
塊
物
企
糧
の
供
給
を
主
軸
と
す
る
（
脳
イ
＾
パ
州

“
川
洲
艸
糊
糾
鮒
鮒
唄
附
イ
ィ
村
ろ
」
、
）
。
供
給
例
の
榔
分
が
、
災
団
労
働
の
成
火
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
各
礼
貝
の
ノ

ル
マ
エ
分
に
供
給
制
相
当
の
工
分
が
ふ
く
ま
れ
、
高
い
賃
金
等
級
Ｏ
労
働
力
が
よ
り
多
く
の
供
給
相
当
工
分
を
貨
担
し
て
い
る
点

で
、
あ
き
ら
か
に
、
賃
金
制
－
「
労
働
に
応
ず
る
分
配
」
の
範
囲
を
こ
え
て
い
る
（
後
出
二
二
ご
、
頁
の
註
表
を
参
照
）
。
礼
貝
の
強
い
連

帯
感
．
思
恕
的
ｎ
覚
の
う
え
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
供
給
制
は
、
婦
人
Ｏ
集
団
労
働
へ
の
参
加
を
う
な
が
す
な
ど
農
村
Ｏ
潜
在
的
労

　
　
　
農
村
人
民
公
祉
の
所
有
制
と
発
展
構
逃
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
　
（
五
四
七
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
　
（
五
四
八
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）

働
力
の
利
用
を
可
能
に
し
て
盲
・
老
人
享
供
が
多
く
労
働
力
の
少
な
い
杜
員
世
帯
に
た
い
す
る
集
団
的
福
利
．
杜
会
的
縫
の
性

格
を
主
も
の
で
奪
一
灘
輪
翫
茸
碩
議
鱗
擁
讐
、
か
つ
て
存
在
し
た
戦
時
供
給
制
や
解
放
直
後
の
供
給
禦
ど

が
・
臨
時
的
室
の
で
あ
一
て
し
だ
い
に
賃
霜
に
代
替
さ
れ
消
減
し
た
の
に
讐
心
、
公
杜
に
淳
る
供
給
制
は
、
今
後
、
生
産

の
震
と
杜
員
の
共
産
主
藷
昆
の
向
上
に
つ
れ
て
纂
部
分
に
た
い
す
る
比
雲
締
少
し
奈
宝
、
絶
対
姑
で
は
た
え
ず
増

加
し
て
・
質
的
に
嘉
実
し
て
い
く
・
そ
し
て
、
「
労
働
に
応
ず
る
分
配
一
原
則
の
需
的
在
徹
を
楚
す
る
低
次
の
供
給
制
か

ら
し
だ
に
そ
の
茱
的
性
雲
震
さ
せ
る
肇
を
も
一
て
い
る
一
簗
確
一
拶
隷
灘
峨
棉
維
法
繍
撃
一
。

入収均平年り当人一
民農表

１
０第

■
　
　
　
　
　
　
コ

干

数

ヒ
い

手

９
６
０
１
０
７
０

●
　
　
　
●
　
　
　
■

●
　
　
　
●

ヒ

６
３
９
３
３
！
０

上

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
１
１

年

１
■

１

１

１

１
■
１
１
１
■

前

■
■
　
　
　
　
■
　
　
　
　
■

ｉ
１

数

０
７
９

●

●

■

０
１
２

（
）
１
■
９
】

ヒ
目

１

ユ

１

↓
－
寸

展

０
９
７
７
３
９
９
２

●

●

●

●

●

■

●

●

０
６
０
０
４
７
２
７

Ｏ
０
１
２
２
２
４
５

発

１

１

１

１

１

１
上
１
■
１
■

）元

１
８
９
３
２
２
３
０

（

■

●

■

●

●

■

●

■

４
７
９
５
７
９
７
５

額

５
５
５
６
６
６
７
８

実
■
一

、

ｉ
　
一

年
年
年
年
年
年
年
年

２
つ
ｏ
１
寸
一
〇

ｏ
Ｊ
７
‘
８
ｏ
）

一
〇
一
〇
一
ｉ
つ
’
Ｏ

Ｆ
０
－
０
Ｆ
Ｏ
Ｆ
０

一
９
９
９
９
９
９
９
９

一
ー
ユ
ー
！
１
１
１
１

１

実
を
年

げ
６
）
５
７

お
４
．
１
９

り
〇
一
，

く
９
６
は

の
Ｇ
額

綱
」
実

要
う
６

展
よ
た

発
し
し

業
闘
算
。

農
奮
計
る

国
て
が
よ

全
し
者
に

「
ざ
筆
惰

林
め
に
価

震
を
と
変

課
現
も
不

一
）考

．
膏（

　
人
民
公
杜
の
創
設
い
ら
い
、
経
営
の
多
角
化
、
農
業
を
基
礎
と
す
る
工
．
農
業

の
同
時
発
展
を
も
と
に
勤
倹
を
旨
と
し
て
経
営
し
て
き
た
緒
果
、
杜
貝
の
所
得
は

い
ち
ぢ
る
し
く
坤
大
し
た
。
一
九
五
八
年
、
公
杜
化
前
の
一
九
五
七
年
に
比
し
て

一
一
・
七
％
増
加
し
、
一
九
五
九
年
は
一
九
五
八
年
に
比
し
て
さ
ら
に
一
〇
％
前

後
増
加
し
た
が
、
こ
う
し
た
所
得
の
増
加
率
は
農
業
生
座
協
同
組
合
段
階
に
も
少
な

か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
第
一
〇
表
を
参
照
）
。
ン
、
し
て
、
杜
員
一
人
当
り
○
年
平

均
所
得
は
、
一
九
五
九
年
、
八
五
元
水
準
「
｛
ほ
ぼ
た
っ
し
、
農
業
集
団
化
以
前
の

富
裕
中
農
の
年
平
均
所
得
水
準
で
あ
っ
た
約
八
○
元
わ
、
こ
え
て
お
り
、
　
「
全
因
農

業
准
腿
要
綱
」
が
槻
定
し
た
一
九
六
二
年
前
後
の
口
標
水
準
は
く
り
あ
げ
実
現
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

れ
た
一
噌
探
翻
請
議
搬
鴻
↓
く
一
、

　
！
）
　
公
杜
化
当
切
は
、
侠
給
制
部
分
が
過
大
に
拡
大
き
れ
、
沽
搬
塔
金
の
五
、
、
％
、
山
べ
、
ら



２
）

３
）

４
）

に
は
七
〇
％
を
し
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
九
五
九
年
春
い
ご
の
体
制
整
備
活
動
を
へ
て
、
一
般
に
、
三
〇
％
～
四
Ｃ
％
を
し
め
る
よ
う
に
な

っ
た
（
中
共
湖
北
省
委
員
会
「
農
村
人
民
公
杜
が
賃
金
制
と
供
給
制
を
結
合
し
た
分
配
制
度
を
実
施
す
る
問
題
に
関
す
る
決
議
」
１
一
」
新
華
半
月

刊
」
一
九
五
九
年
二
四
号
な
ど
を
参
照
）
。

　
四
川
省
成
都
の
紅
光
公
杜
が
一
九
五
九
年
四
月
い
ご
実
施
し
た
賃
金
等
級
・
工
分
は
左
表
の
と
お
り
で
あ
る
（
横
川
次
郎
、
前
出
「
人
民
公
杜

の
集
団
所
有
制
」
）
。

　
「
評
工
記
分
」
制
は
、
農
業
生
産
協
同
組
合
に
お
い
て
も
す
で
に
労
働
報
酬
の
算
出
に
際
し
て
採
用
さ
れ
て
い
た
（
松
野
昭
二
、
　
「
農
業
生
産

協
同
組
合
に
お
け
る
分
配
問
題
」
１
日
本
評
論
新
杜
干
中
国
の
経
済
建
設
」
）
。

　
「
労
働
に
応
ず
る
分
配
」
と
杜
会
主
義
所
有
、
　
「
労
働
に
応
ず
る
分
配
」
と
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
権
利
の
関
係
、
お
よ
び
社
会
主
義
に
お
け
る
「
労

■
■
　
　
　
　
　
　
　
’

－

）

州
分

数
哨

）

）

）

Ｏ

Ｏ

）

）

５

９

Ｏ

Ｏ

Ｏ

７

１

１

４
「
０

（

（

（

（

（

Ｌ上

８

４

Ｏ

皿

Ｏ

８

６

２

８

」

７

９

１

＾

２

２

１
一

月
（

｝

幸
　
「
■
，
１

－

コ

出
〃
餅
丁
勤

８

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

－，

■

一
一

Ｏ

５
「
０

Ｏ

Ｏ

●

■

●

●

Ｏ

２

３

６

８

１

丁
リ

「↑
１

」

－
　
－
－
！
　
一

」
１

〃

１

２

３

４
「
０

６

７

８

９

Ｏ

級

１

■

■

農
村
人
民
公
祉
の
所
有
制
と
発
腿
構
ｗ
、
し
（
松
野
）

働
に
応
ず
る
分
配
」
が
も
つ
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
は
、
徐
崇
猛
一
一
労
働
に
応
ず
る
分
配

を
論
ず
る
」
（
上
海
人
民
出
版
杜
）
を
参
照
。

　
嘉
定
県
黄
波
公
杜
で
の
供
給
制
の
実
態
；
ニ
ハ
生
産
隊
の
う
ち
、
　
一
九
五
九
年
、
四

隊
－
現
物
食
糧
の
全
面
供
給
、
　
二
隊
－
同
六
〇
％
供
給
、
九
隊
－
同
五
〇
％
供
給
、
一

隊
－
同
三
五
％
供
給
、
一
九
六
〇
年
、
二
隊
－
食
班
の
全
面
供
総
、
九
隊
－
現
物
食
粗

の
全
面
供
給
、
一
隊
－
同
九
〇
％
供
給
、
四
隊
－
同
七
五
％
～
八
○
％
供
給
、
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
顧
家
坐
産
隊
の
三
六
戸
の
貧
農
杜
貝
は
、
　
一
九
五
七
年
－
家
計
赤
字
世
帯

九
戸
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
八
年
－
同
四
戸
、
一
九
六
〇
年
１
な
し
、
と
な
っ
た
。
　
同

隊
の
映
挫
時
杜
貝
（
八
人
家
族
、
夫
鮎
二
人
が
労
働
）
は
、
　
一
九
五
六
年
－
六
〇
元
赤

字
、
一
九
五
七
年
－
一
六
元
赤
字
、
　
一
九
五
八
年
－
火
字
（
年
末
決
算
で
八
五
元
を
追

加
分
舳
さ
れ
た
）
、
一
九
五
九
年
－
二
干
ハ
元
火
字
（
三
五
％
の
食
糀
供
給
を
う
け
た
）

二
な
り
、
小
沽
閑
難
は
、
火
木
的
に
解
消
し
た
（
「
人
｛
公
祉
二
年
閉
の
成
果
」
１
一
文

脈
報
二
一
九
六
●
年
九
月
一
二
口
）
。

　
加
註
の
火
波
公
祉
で
は
、
か
っ
て
、
宙
裕
｝
投
一
人
刈
り
年
平
均
所
得
は
、
米
作
経

営
で
約
八
○
元
、
野
菜
経
営
で
約
一
〇
〇
元
で
あ
っ
た
が
、
　
一
九
五
七
年
に
は
す
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三
　
（
五
四
九
）
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杜
員
一
人
当
り
年
平
均
所
得
は
九
二
元
に
な
り
、

民
公
杜
二
年
問
の
成
呆
」
）
。

公
杜
化
後
、
一
九
五
八
年
－
一
（
Ｊ
二
元
、

　
　
　
　
　
二
二
四
　
（
五
五
〇
）

一
九
五
九
年
－
一
一
九
元
に
た
っ
し
た
（
前
出
「
人

五
　
所
有
構
造
の
い
っ
そ
う
の
発
展
・
杜
会
化

　
以
上
に
お
い
て
み
た
と
お
り
、
現
在
、
人
民
公
杜
に
お
け
る
生
産
・
分
配
お
よ
び
管
理
は
、
生
産
隊
の
基
本
的
所
有
権
を
基
礎
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
て
・
「
統
一
指
導
」
「
分
級
管
班
」
「
勤
倹
経
営
」
な
ど
を
原
則
と
し
つ
つ
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
な
か
で
、
労
働
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

の
機
動
的
な
利
用
、
お
よ
び
生
産
と
基
本
雄
設
の
た
め
の
資
金
・
資
材
の
投
下
お
よ
び
工
業
化
産
の
発
展
な
ど
の
諸
側
而
に
お
い
て
は
、

小
小
朴
淋
か
い
い
伽
恥
い
狐
酔
で
ま
た
因
営
工
業
・
企
業
と
の
閉
で
共
同
牛
陸
．
共
同
腔
設
、
分
業
．
協
業
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

牛
産
隊
と
生
産
隊
の
問
、
各
生
産
隊
と
公
杜
の
閉
、
公
杜
と
公
杜
の
閉
、
お
よ
び
そ
れ
ら
と
因
家
．
国
営
工
業
な
ど
の
問
の
生
産
的
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
、
　
、
　
、

齢
か
か
連
系
は
い
っ
そ
う
深
ま
り
杜
会
化
の
高
度
化
の
方
向
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。
塊
在
の
「
三
級
所
有
制
」
の
も
と
で
の
生
産
隊

伽
所
有
と
小
伽
級
所
有
の
相
対
閑
係
は
、
も
は
や
い
う
ま
で
も
な
く
、
敏
的
に
は
、
前
老
が
基
本
的
な
も
の
で
あ
り
主
要
な
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
質
の
而
か
ら
す
れ
ば
、
後
者
は
よ
り
い
っ
そ
う
高
次
の
礼
会
主
義
的
杜
会
化
の
水
準
に
た
っ
し
た
形
態
で
あ
る
。
公

礼
級
所
有
に
も
と
づ
く
経
済
は
、
　
「
人
民
公
杜
内
部
の
全
経
済
の
指
導
的
は
要
素
で
あ
り
、
人
民
公
杜
の
偉
大
な
希
望
と
前
途
を
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

表
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ひ
き
つ
づ
い
て
発
展
さ
せ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
部
分
の
経
済
は
、
主
と
し
て
、
、
１
、
れ

ｎ
体
の
力
に
た
よ
る
と
と
も
に
、
国
家
の
援
助
を
う
け
て
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
化
産
隊
か
ら
過
度
の
蓄
秩
金
を
調
達
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

り
、
あ
る
い
は
、
過
度
ｏ
労
働
力
や
乍
産
手
段
を
調
連
し
て
、
止
産
隊
所
有
の
経
済
を
よ
わ
め
る
方
法
で
売
展
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

ま
た
、
そ
れ
は
農
業
乍
潅
を
援
助
す
る
も
○
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
ル
珊
一
旧
０
人
概
↓
弐
ト
ォ
↓
…
）
。
「
生
産
隊
を
某
木
と
す
る
三
級
所
有



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

制
」
は
、
生
産
隊
を
基
礎
と
す
る
公
杜
の
す
べ
て
○
経
済
が
い
ず
れ
も
発
展
す
る
な
か
で
、
各
級
管
理
組
織
、
経
済
計
算
単
位
の
間

心
踏
か
か
紛
令
か
か
い
い
か
た
ま
る
過
程
を
へ
て
、
し
だ
い
に
「
公
杜
級
を
基
本
と
す
る
三
級
所
有
制
」
へ
と
転
化
．
発
展
す
る
。

人
民
公
杜
段
階
に
お
け
る
杜
会
主
義
的
集
団
所
有
の
よ
り
低
い
形
態
か
ら
よ
り
高
次
の
形
態
へ
の
こ
の
発
展
過
程
は
、
Ｈ
　
生
産
隊

を
基
礎
と
す
る
公
杜
全
体
の
経
済
が
そ
れ
ぞ
れ
に
発
展
す
る
な
か
で
、
一
人
当
り
の
年
平
均
所
得
が
一
五
〇
元
な
い
し
二
〇
〇
元
の

水
準
に
た
っ
す
る
こ
と
、
い
　
公
杜
級
所
有
の
経
済
の
部
分
が
公
杜
全
体
の
経
済
の
な
か
で
主
要
な
．
優
勢
な
地
位
を
し
め
る
こ
と
、

嘗
　
貧
し
い
産
隊
が
豊
か
な
生
産
隊
の
生
産
・
所
得
水
準
に
お
い
つ
く
こ
と
、
回
　
農
村
の
機
畝
化
・
半
機
械
化
が
一
定
の
水
準
に

た
っ
す
る
こ
と
、
に
よ
っ
て
完
成
す
る
も
の
で
あ
る
（
臓
癩
榊
ザ
嚇
洲
～
推
胴
碓
鱗
蹴
雌
雌
湘
｝
く
）
。
武
昌
会
議
は
、
人
民
公
杜
の
単
一
の
集
団
的

所
有
規
定
に
た
っ
て
、
人
民
公
杜
が
「
集
団
的
所
有
制
か
ら
全
人
民
的
所
有
制
に
移
行
す
る
こ
と
は
一
つ
の
過
程
が
あ
っ
て
、
あ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

か
か
小
か
比
較
的
は
や
く
三
・
四
年
で
完
成
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
、
い
く
ら
か
の
地
方
で
は
比
較
的
お
そ
く
五
．
六
年
な
い
し
も
う

少
し
長
い
期
問
を
経
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
（
州
斗
鰯
パ
枇
聯
珊
猟
臓
）
と
の
べ
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
、
　
「
現
在
の
経
験
か
ら

み
れ
ば
、
わ
が
因
の
具
体
的
条
件
の
も
と
で
は
、
杜
会
主
義
的
全
人
民
所
有
を
全
面
的
に
実
現
す
る
時
期
は
い
く
ら
か
は
や
く
な
る

で
あ
ろ
う
が
、
は
や
く
な
り
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
広
い
範
囲
に
お
い
て
、
国
家
工
業
化
を
実
現
し
、
ま
た
公
杜
の
工
業
化
、
農
業

の
機
械
化
を
実
塊
し
て
、
高
度
に
発
展
し
た
現
代
的
工
業
・
現
代
的
農
業
と
現
代
的
科
学
と
文
化
を
も
つ
杜
会
主
義
国
宗
を
腔
設
し

あ
げ
る
に
は
、
た
と
え
わ
れ
わ
れ
の
前
進
の
速
度
が
や
や
は
や
く
と
も
、
必
要
と
す
る
期
問
は
さ
ら
に
き
わ
め
て
長
く
な
る
で
あ
ろ

う
・
、
ひ
い
赴
称
い
か
、
～
む
わ
缶
加
か
か
い
｛
、
現
在
か
ら
、
一
五
年
・
二
〇
年
あ
る
い
は
も
う
少
し
長
い
年
月
を
経
過
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
（
鮒
決
）
と
、
人
民
公
杜
の
発
展
の
展
望
を
素
描
し
て
い
た
。
盧
山
会
議
が
人
民
公
杜
の
集
団
的
所
有
制
の
現
段

階
に
お
け
る
内
容
を
「
生
産
隊
を
基
本
と
す
る
三
級
所
有
制
」
と
し
て
厳
密
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
杜
の
所
有
制
の
発
展
段
階

　
　
　
農
村
人
果
公
杜
の
所
有
制
と
発
展
構
造
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
　
（
五
五
一
）
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済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
六
　
（
五
五
二
）

に
は
「
公
杜
級
を
基
本
と
す
る
三
級
所
有
制
」
が
全
人
民
的
所
有
制
に
い
た
る
中
問
項
・
形
態
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
が
、
生
産
隊
を
基
本
と
す
る
段
階
か
ら
公
杜
級
を
基
本
と
す
る
段
階
へ
と
移
行
す
る
こ
の
時
期
は
、
一
九
六
〇
年
夏

当
時
に
は
、
「
一
九
五
六
年
か
ら
一
九
六
七
年
に
い
た
る
全
国
農
業
発
展
要
綱
」
が
二
・
一
二
年
く
り
あ
げ
達
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

六
五
年
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
か
も
し
く
は
そ
の
や
や
の
ち
で
あ
る
と
予
測
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
に
な
れ
ば
、
公
杜
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

る
ト
ラ
ク
タ
ー
．
揚
水
機
な
ど
の
現
代
的
な
農
業
技
術
装
傭
が
農
業
の
主
要
な
生
産
手
段
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
こ
れ
ら
の
現
代
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

な
農
業
生
産
千
段
は
生
産
隊
の
共
同
所
有
つ
ま
り
公
杜
級
の
所
有
と
な
る
。
ン
、
し
て
、
生
産
隊
所
有
の
役
畜
・
農
具
な
ど
の
生
産
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

段
．
植
林
．
果
樹
・
多
年
作
物
お
よ
び
生
産
隊
経
営
の
企
業
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
生
産
隊
の
所
有
と
し
て
ひ
き
つ
づ
き
経
営
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

で
あ
ろ
う
一
蒲
訴
筒
錯
け
辻
蒙
一
明

１
）
　
「
ソ
連
邦
共
産
党
第
二
一
回
大
会
決
議
」
（
一
九
五
九
年
二
月
五
日
採
択
）
は
、
杜
会
主
義
的
集
団
所
有
Ｈ
コ
ル
ホ
ー
ズ
的
所
有
が
全
人
民
的
所

　
有
と
融
合
す
る
過
程
に
っ
い
て
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
が
、
杜
会
化
の
次
元
が
こ
と
な
る
と
は
い
え
、
そ
こ
で
の
基
本
的
方
向
、
段
ど
り
に

　
は
共
通
の
側
面
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
共
潅
主
義
建
設
が
す
す
む
う
ち
に
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
生
産
の
杜
会
化
の
水
準
が
高
ま
り
、
コ
ル
ホ

　
ー
ズ
的
１
１
協
同
組
合
的
所
有
は
、
全
人
民
的
所
有
に
接
近
し
、
こ
の
両
老
の
境
界
は
ぬ
ぐ
い
さ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
不
分
割
フ
オ

　
ソ
ド
は
増
大
し
、
強
ま
り
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
相
互
の
生
産
的
っ
な
が
り
は
も
っ
と
広
汎
に
発
展
す
る
で
お
ろ
う
。
所
有
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
的
Ｈ
協
同
組

　
合
的
形
態
と
企
人
民
的
形
態
と
の
融
合
は
、
将
来
生
じ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
的
…
協
同
組
合
的
所
有
を
縮
少
す
る
結
果
と
し

　
て
で
は
な
く
、
杜
会
主
義
国
家
の
側
か
ら
の
援
助
と
支
持
を
え
て
、
こ
の
所
有
の
杜
会
化
の
水
準
を
全
人
民
的
な
所
有
に
ま
で
高
め
る
こ
と
に
よ

　
る
で
あ
ろ
う
」
（
邦
訳
『
ソ
連
邦
共
産
党
第
二
一
回
大
会
」
１
合
同
出
版
杜
、
第
一
分
冊
二
三
四
頁
）
。
な
お
、
「
ソ
連
邦
共
産
党
新
綱
領
」
の
第
二

　
部
第
一
章
第
一
節
「
農
業
と
農
村
に
お
け
る
杜
会
的
諸
関
係
の
発
腿
」
（
一
経
済
評
諭
」
一
九
六
一
年
九
月
号
別
冊
、
三
五
頁
～
四
〇
頁
）
を
参
照
。

２
）
　
公
祉
級
所
有
の
経
済
の
発
腿
は
、
そ
の
地
方
の
条
件
に
し
た
が
っ
て
、
多
様
な
形
態
で
す
す
ん
で
い
る
が
、
そ
の
形
態
は
っ
ぎ
の
五
点
に
総
活

　
｝
べ
一
れ
る
で
お
ろ
、
フ
；
Ｈ
、
公
杜
所
有
公
杜
経
汽
○
形
態
－
主
と
し
一
、
、
公
杜
汽
工
臓
企
米
・
簑
災
締
械
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
・
■
カ
ス
テ
ー
シ
，
一
ソ
・

　
農
業
試
験
場
．
大
型
林
業
．
牧
畜
・
園
芸
・
漁
場
お
よ
び
短
距
離
連
輸
な
ど
。
↑
、
公
杜
・
牛
政
隊
の
共
営
お
る
い
は
公
杜
所
有
生
暖
隊
経
営
の



　
　
形
態
－
比
較
的
小
規
模
で
農
業
生
産
と
密
切
に
関
連
す
る
肥
料
工
場
・
家
畜
飼
育
場
・
副
食
品
加
工
工
場
な
ど
（
そ
の
具
体
的
内
容
は
、
公
杜
が

　
　
資
金
を
提
供
し
、
生
産
隊
が
労
働
力
を
提
供
し
て
分
益
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
公
杜
・
生
産
隊
が
共
同
で
投
資
し
生
産
隊
が
労
働
力
を
提
供
し

　
　
て
分
益
す
る
）
。
臼
、
生
産
隊
級
の
連
合
経
営
の
形
態
－
一
っ
の
隊
が
経
営
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
牧
場
・
牧
場
・
園
芸
場
な
ど
。
同
、
公
杜
経
営

　
　
の
農
場
・
牧
場
・
漁
場
や
各
種
の
専
門
生
産
隊
の
形
態
－
こ
れ
ら
は
主
と
し
て
公
杜
直
属
企
業
で
あ
り
、
統
一
的
に
経
済
計
算
制
を
お
こ
な
い
賃
金

　
　
な
ど
は
公
杜
か
ら
支
給
さ
れ
る
。
回
、
国
家
と
公
杜
の
共
営
の
形
態
－
主
と
し
て
、
国
家
財
政
商
業
部
門
と
公
杜
が
共
営
す
る
加
工
企
業
（
分
益

　
　
制
を
お
こ
な
う
）
、
地
区
・
県
と
公
杜
の
共
同
投
資
に
な
る
化
学
肥
料
工
場
・
綜
合
農
場
・
牧
場
な
ど
。
（
史
向
生
「
人
民
公
杜
の
強
化
と
発
展
に

　
　
関
す
る
若
干
の
問
題
」
－
『
人
民
目
報
」
一
九
六
〇
年
三
月
一
四
日
な
ど
を
参
照
）

　
３
）
　
移
行
の
時
期
に
っ
い
て
農
業
部
部
長
・
慶
魯
言
は
「
生
産
隊
を
基
礎
と
す
る
三
級
所
有
制
を
堅
持
し
、
公
杜
・
生
産
隊
の
各
級
の
経
済
を
と
も
に

　
　
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
な
か
で
、
公
杜
所
有
の
経
済
を
発
展
さ
せ
、
生
産
隊
を
基
本
と
す
る
所
有
制
を
公
杜
を
基
本
と
す
る
所
有
制
の
方
向
に
移
行
さ

　
　
せ
る
条
件
を
と
と
の
へ
る
。
移
行
の
時
期
に
っ
い
て
は
、
一
九
六
五
年
に
な
っ
て
か
ら
状
況
を
み
て
決
定
す
る
」
（
前
出
「
全
党
、
全
人
民
を
あ

　
　
げ
て
大
々
的
に
農
業
を
営
も
う
」
）
。
こ
の
一
九
六
五
年
は
「
全
国
農
業
発
展
要
綱
」
の
実
現
を
所
定
目
標
年
度
で
あ
る
一
九
六
七
年
よ
り
二
・
三

　
　
年
く
り
あ
げ
て
達
成
し
よ
う
と
す
る
時
期
の
一
致
す
る
（
「
く
り
あ
げ
実
現
を
め
ざ
し
て
奮
闘
す
る
こ
と
に
っ
い
て
決
議
」
１
一
九
六
〇
年
四
月

　
　
一
〇
日
お
よ
び
ｉ
人
民
日
報
」
杜
説
－
一
九
六
〇
年
四
月
一
二
日
）
。

　
４
）
　
　
「
公
杜
級
を
基
本
と
す
る
三
級
所
有
制
の
物
質
的
基
礎
は
、
現
代
的
な
農
業
技
術
装
備
で
あ
り
、
そ
し
て
、
役
畜
や
畜
力
・
手
操
作
に
よ
る
農

　
　
具
は
補
助
的
な
地
位
に
退
く
で
あ
ろ
う
」
　
（
慶
魯
言
、
前
出
（
「
大
い
に
意
気
、
こ
ん
で
豊
作
を
闘
い
と
れ
」
）
。

　
人
民
公
杜
制
度
は
杜
会
主
義
杜
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
生
産
力
発
展
の
水
準
、
お
よ
び
共
産
主
義
杜
会
の
生
産
力
発
展
の
水
準

に
照
応
す
る
生
産
関
係
を
も
り
い
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
の
杜
会
組
織
の
形
態
で
あ
っ
て
（
瓢
榊
融
）
、
そ
の
発
展
過
程
は
生
産
力

と
生
産
関
係
の
売
展
水
準
の
差
異
か
ら
、
た
が
い
に
関
連
し
つ
つ
ま
た
性
質
を
異
に
す
る
い
く
つ
か
の
段
階
に
区
分
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
全
般
的
な
発
展
過
程
か
ら
み
れ
ば
、
杜
会
主
義
と
共
産
主
義
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
歴
史
的
段
階
に
分
か
れ
、
杜
会
主
義

の
段
陪
で
は
、
ま
た
、
杜
会
主
義
的
な
集
団
的
所
有
と
杜
会
主
義
的
な
全
人
民
的
所
有
の
二
つ
の
段
階
に
区
分
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
さ
ら
に
災
団
的
所
有
○
段
階
は
、
　
「
生
産
隊
級
を
基
本
と
す
る
」
段
階
と
「
公
糺
級
を
基
本
と
す
ろ
」
段
階
に
区
分
さ
れ
る
。

　
　
　
農
村
人
民
公
祉
の
所
有
制
と
発
展
構
遣
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七
　
（
五
五
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
八
　
（
五
五
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
）

（
止
珊
沽
０
人
輯
イ
塊
肝
土
↓
引
）
・
１
こ
う
し
た
一
連
の
所
有
制
の
発
展
段
階
か
ら
す
れ
ば
、
当
面
の
「
三
級
所
有
制
」
○
発
展
過
程
は
、
公
杜
に

お
け
る
杜
会
主
義
的
集
団
所
有
が
よ
り
高
く
深
く
杜
会
化
す
る
過
程
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
過
程
に
お
け
る
数
多
の
経
験
と
教
訓

は
、
　
「
公
杜
級
を
基
本
と
す
る
三
級
所
有
制
」
の
内
容
を
も
つ
集
団
的
所
有
が
さ
ら
に
す
す
ん
で
杜
会
主
義
的
な
全
人
民
的
所
有
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

へ
発
展
・
転
化
す
る
過
程
で
提
起
さ
れ
る
課
題
を
処
理
す
る
方
法
と
段
ど
り
を
よ
り
明
白
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

「
集
団
的
所
有
制
か
ら
全
人
民
的
所
有
制
へ
の
移
行
が
早
い
か
お
そ
い
か
は
、
生
産
発
展
の
水
準
と
人
民
へ
意
識
程
度
な
ど
の
客
観

的
存
在
の
状
況
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
人
問
の
主
観
的
な
願
望
に
よ
っ
て
、
早
め
よ
う
と
思
え
ば
早
く
、
お
り
！
、
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
よ
う
と
思
え
ば
お
そ
く
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
移
行
は
相
当
長
い
時
問
を
か
け
て
は
じ
め
て
全
国
的
な
範

酢
小
串
斯
む
か
か
む
か
か
ピ
ピ
に
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
（
離
綿
隷
）
。

１
）
　
北
載
河
会
議
、
武
昌
会
議
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
「
三
級
所
有
制
」
に
っ
い
て
明
確
に
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
故
に
、
公
杜
所
有
制
の
発
展
過

　
程
を
、
杜
会
主
義
的
集
団
所
有
か
ら
全
人
民
所
有
へ
、
杜
会
主
義
的
企
人
民
所
有
か
ら
共
産
主
義
的
所
有
へ
と
い
う
二
つ
の
段
階
を
ふ
く
む
も
の

　
と
し
て
の
み
と
ら
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
集
団
的
所
有
制
か
ら
全
人
民
的
所
有
制
へ
の
移
行
は
一
っ
の
過
程
で
あ
っ
て
、
地
方
に
・
よ
っ
て
は

　
比
較
的
は
や
く
、
三
・
四
年
で
お
わ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
地
方
に
よ
っ
て
は
比
較
的
お
そ
く
、
五
．
六
年
あ
る
い
は
も
っ
と
長
い
期
間
を
要
す

　
る
と
こ
ろ
も
あ
る
」
　
（
北
載
河
会
議
、
武
昌
会
議
決
議
も
同
文
を
引
用
し
て
い
る
）
。
「
農
業
生
産
協
同
組
合
か
ら
人
民
公
杜
へ
の
転
化
、
杜
会
主

　
義
的
集
団
所
有
制
か
ら
杜
会
主
義
的
全
人
民
所
有
制
へ
の
移
行
、
杜
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
移
行
、
こ
れ
ら
は
た
が
い
に
関
連
し
ま
た
た
が

　
い
に
こ
と
な
る
い
く
っ
か
の
過
程
で
お
る
点
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
　
（
武
昌
会
議
決
議
）
。

２
）
　
　
「
企
人
民
的
所
有
制
に
移
行
し
て
も
、
国
営
工
業
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
性
質
は
ま
だ
杜
会
主
義
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
各
人
は
そ
の
能
力
に

　
応
じ
て
は
た
ら
ぎ
、
そ
の
労
働
力
に
お
う
じ
て
報
酬
を
う
け
と
る
」
　
（
北
載
河
会
議
決
議
）
　
「
杜
会
主
義
的
集
団
所
有
か
ら
杜
会
主
義
全
人
民
所

　
有
へ
移
行
す
る
こ
と
は
、
杜
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
に
移
行
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
農
業
牛
座
協
同
組
合
が
人
民
公

　
杜
に
な
る
こ
と
は
杜
会
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
移
行
す
る
こ
と
を
決
し
て
意
味
し
な
い
」
（
武
昌
会
議
決
議
）
。
単
一
の
杜
会
主
義
的
全
人
民
所
有

　
制
の
創
設
に
か
ん
す
る
こ
う
し
た
醍
里
は
、
杜
会
主
義
杜
会
に
お
け
る
商
品
牛
産
の
狼
拠
と
関
連
し
て
、
杜
会
主
義
杜
会
の
企
期
問
に
わ
た
っ
て
、



　
　
杜
会
主
義
的
所
有
の
二
形
態
ｉ
全
人
民
所
有
と
集
団
所
有
の
存
在
が
不
可
避
で
あ
る
と
す
る
見
解
（
た
と
、
疋
ば
、
ソ
連
邦
一
、
経
済
学
教
科
書
二
－

　
　
改
訂
三
版
三
五
章
）
の
全
面
的
な
再
検
証
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
一
般
に
は
、
杜
会
主
義
杜
会
の
性
質
認
識
に
っ
い
て
の
再
検
討

　
　
を
も
要
請
し
て
い
る
。
（
陳
大
倫
「
当
面
の
わ
が
国
に
お
け
る
所
有
制
、
お
よ
び
集
団
的
所
有
制
が
杜
会
主
義
的
全
人
民
所
有
制
へ
移
行
す
る
間

　
　
題
に
つ
い
て
」
１
前
出
「
わ
が
国
の
杜
会
主
義
建
設
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
経
済
問
題
一
、
杉
野
明
夫
「
人
民
公
杜
と
杜
会
主
義
的
所
有
の
二
つ
の

　
　
形
態
」
－
「
経
済
学
雑
誌
一
第
四
二
巻
第
四
・
五
合
併
号
、
な
お
、
呉
撞
「
杜
会
主
義
杜
会
の
過
渡
的
性
質
」
－
「
経
済
研
究
；
一
九
六
〇
年
五
期
、

　
　
陶
鋳
「
過
渡
期
の
法
則
の
間
題
に
か
ん
す
る
討
論
」
－
－
人
民
日
報
「
一
一
九
六
〇
年
八
月
五
日
、
な
ど
を
参
照
）

　
□
補
論
〕
「
政
・
杜
合
一
」

　
資
本
主
義
商
工
業
と
小
農
経
済
・
個
別
経
済
に
た
い
す
る
杜
会
主
義
的
改
造
－
因
家
資
本
主
義
の
諸
形
態
に
よ
る
公
私
共
営
化
と

農
業
生
産
な
ど
の
集
団
化
ー
が
基
本
的
に
終
了
し
た
あ
と
、
一
九
五
八
年
一
月
か
ら
工
業
．
商
業
．
財
政
の
管
理
体
制
の
改
革
が
お
こ

な
わ
れ
て
、
国
家
あ
る
い
は
上
級
管
規
機
関
の
権
限
は
下
級
機
関
に
遂
次
移
管
さ
れ
未
端
下
級
管
理
単
位
の
強
化
が
お
こ
な
わ
れ
て

き
た
。
こ
れ
ら
の
改
革
は
「
工
業
衝
班
・
商
業
管
理
・
財
政
管
理
の
一
部
の
権
限
を
、
地
方
の
行
政
機
関
や
工
鉱
企
業
単
位
に
移
譲
し
て
、

地
方
や
企
業
の
白
主
性
と
積
極
性
を
さ
ら
に
発
揮
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
に
お
う
じ
て
国
家
の
全
般
的
な
計
画
を
完
成
す
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

に
す
る
」
（
１
「
Ｊ
〃
｝
蹄
燃
、
帥
繊
哨
鳩
琳
揃
物
イ
哨
肌
パ
ト
）
こ
と
を
日
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
管
理
体
制
の
改
革
と
人
民

公
杜
制
度
の
創
設
に
よ
っ
て
、
農
村
に
お
け
る
末
端
の
行
政
単
位
で
あ
る
郷
の
人
氏
委
員
会
は
、
農
村
に
お
け
る
生
産
．
経
済
と
生
活

な
ど
の
す
べ
て
の
側
而
を
包
括
し
た
公
杜
制
度
（
「
三
（
四
）
協
同
細
合
－
農
業
生
産
．
購
販
．
倍
用
．
運
輸
協
同
組
合
１
を
統
合
し
、
一
部
の

困
営
企
業
・
財
陸
の
移
管
を
う
け
て
い
る
）
と
分
離
し
て
別
個
に
存
在
す
る
こ
と
が
無
意
味
に
な
り
、
公
杜
の
札
務
管
那
委
貝
会
と
合
体

し
、
行
政
機
構
と
公
礼
符
理
組
織
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
公
礼
に
お
い
て
体
制
化
さ
れ
て
い
る
「
政
．
杜
合
一
」
は
、
行

政
と
経
済
符
理
の
二
つ
の
機
能
を
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
・
経
済
上
の
符
理
効
巣
を
た
か
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
農
村
人
ｋ
公
杜
の
所
有
制
と
発
展
構
迭
（
松
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九
　
（
五
五
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
〇
　
（
五
五
六
）

ン
、
れ
は
、
た
だ
た
ん
に
、
公
杜
化
以
前
に
人
民
委
員
会
と
各
種
の
農
業
経
営
組
織
な
ど
の
問
に
存
在
し
た
指
導
と
被
指
導
、
民
主
と

集
中
な
ど
の
外
在
的
関
係
が
公
杜
の
う
ち
に
統
一
さ
れ
た
と
い
う
機
構
上
の
大
き
な
変
革
で
あ
る
ば
か
り
か
、
Ｈ
国
家
権
力
が
公
杜

経
済
の
内
部
に
浸
透
し
因
家
と
公
杜
の
内
在
的
連
系
を
つ
よ
め
、
目
国
営
企
業
・
財
産
の
移
管
に
よ
っ
て
集
団
的
所
有
の
経
済
と
全

人
民
的
所
有
の
経
済
を
か
た
く
結
合
す
る
な
ど
の
諸
点
に
お
い
て
、
基
本
的
に
集
団
的
所
有
○
経
済
で
あ
る
人
民
公
杜
に
全
人
民
的

所
有
○
性
格
、
全
人
民
の
利
益
と
意
志
を
代
表
す
る
性
格
を
付
加
す
る
も
の
で
あ
る
（
謙
欝
娠
鍵
ユ
目
ト
班
滅
竺
一
引
）
。
ン
、
し
て
、
ン
、
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

人
民
公
杜
制
度
の
主
要
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
公
杜
の
杜
会
主
義
的
杜
会
化
の
高
さ
を
し
め
す
一
つ
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
に
、
　
「
政
・
杜
合
一
」
は
、
過
渡
期
に
お
い
て
杜
会
主
義
が
全
杜
会
生
活
の
面
で
決
定
的
な
勝
利

を
え
て
い
ご
、
国
家
権
力
の
機
能
が
、
対
外
的
に
は
反
帝
国
主
義
、
部
分
的
に
は
反
革
命
鎮
圧
と
い
う
側
面
に
発
揮
さ
れ
な
が
ら
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

主
と
し
て
、
人
民
内
部
の
非
敵
対
的
矛
盾
を
「
団
結
－
批
判
－
団
結
」
の
方
法
に
よ
っ
て
調
整
し
解
決
す
る
側
面
に
集
中
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
ま
た
、
国
家
の
機
能
が
政
治
的
な
も
の
か
ら
し
だ
い
に
管
理
的
な
も
の
へ
転
化
す
る
と
い
う
国
家
の
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

減
の
過
程
の
第
一
段
階
が
日
程
化
し
て
い
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
工
業
な
ど
の
管
理
体
制
の
改
革
は
、
ソ
連

邦
に
お
い
て
も
一
九
五
七
年
い
ら
い
、
　
「
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
改
革
」
〇
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
ン
、
の
な
か
で
、
国
家
機
関
の

機
能
の
一
部
分
が
礼
会
的
諸
団
体
に
移
譲
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
事
態
○
発
展
○
な
か
に
共
通
の
諾
側
而
を
ふ
く
ん
で
い
る
こ
と
は
注
口

　
　
　
　
　
　
　
４
）

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
１
）
　
国
務
院
「
工
業
符
理
体
御
の
改
革
に
閥
す
る
規
定
」
　
「
商
業
管
理
体
制
の
改
革
に
閑
す
る
規
定
」
お
よ
び
「
鮒
政
管
理
、
捌
の
改
革
に
閑
す
る
規

　
　
定
一
（
一
九
五
七
年
一
一
月
一
五
日
公
布
、
一
九
五
八
年
一
月
実
地
１
「
」
新
華
半
月
刊
一
一
九
五
七
年
二
四
号
）
　
　
　
　
な
お
、
工
業
に
つ
い

　
　
て
は
、
藤
本
閉
「
中
国
に
お
け
ろ
工
業
管
理
制
度
の
改
革
」
（
一
経
済
学
雑
汁
舳
二
第
四
、
．
一
巻
雄
三
号
）
を
参
照
．



２
）

３
）

４
）

　
「
普
通
の
場
合
、
人
民
内
部
の
矛
盾
は
敵
対
的
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
処
理
が
不
適
当
で
あ
っ
た
り
、
警
戒
心
を
失
っ
て
不
感
性

に
な
っ
て
い
る
と
、
敵
対
関
係
が
生
ず
る
こ
と
も
あ
り
う
る
」
　
（
毛
沢
東
、
前
出
「
人
民
内
部
の
矛
盾
の
正
し
い
処
理
の
問
題
に
っ
い
て
」
一
七

一
頁
）
。

　
レ
ー
ニ
ソ
『
国
家
と
革
命
』
　
（
と
く
に
第
五
章
「
国
家
死
減
の
経
済
的
基
礎
」
１
国
民
文
庫
一
二
一
頁
以
下
）
お
よ
び
、
毛
沢
東
「
人
民
民
主

主
義
独
裁
に
っ
い
て
」
１
戦
後
著
作
集
五
七
頁
以
下
、
）
を
参
照
。
杜
会
主
義
革
命
が
す
べ
て
の
国
で
同
時
に
お
こ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
た

エ
ソ
ゲ
ル
ス
は
、
国
家
の
死
滅
に
っ
い
て
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
；
「
国
家
が
事
実
上
全
杜
会
の
代
表
者
と
し
て
登
場
す
る
最
初
の
行
為
－

杜
会
主
義
の
名
に
お
い
て
生
産
手
段
を
掌
握
す
る
こ
と
ー
そ
れ
は
、
同
時
に
、
国
家
が
国
家
と
し
て
お
こ
な
う
最
後
の
白
主
的
行
為
で
あ
る
」
（
一
皮

デ
ュ
ー
リ
ソ
グ
論
』
１
大
月
書
店
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
選
集
』
第
一
四
巻
四
七
四
頁
）
。
　
「
国
家
の
機
能
の
も
っ
と
も
主
要
な
部
分
が
、

労
働
者
自
身
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
記
帳
と
管
理
に
還
元
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
ぎ
、
そ
れ
は
『
政
治
的
国
家
」
た
る
こ
と
を
や
め
る
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

『
杜
会
的
機
能
』
は
、
政
治
的
な
も
の
か
ら
単
純
な
管
理
的
機
能
へ
転
化
す
る
」
（
前
出
『
国
家
と
革
命
』
一
四
六
頁
）
。

　
「
共
産
主
義
建
設
の
新
し
い
段
階
で
は
、
国
家
機
関
の
機
能
の
か
な
り
の
部
分
が
、
し
だ
い
に
杜
会
諸
団
体
に
う
っ
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
…

…
た
と
え
ば
、
も
う
い
ま
で
も
、
以
前
に
国
家
機
関
に
よ
っ
て
は
た
さ
れ
て
い
た
お
お
く
の
機
能
が
、
労
働
組
合
に
よ
っ
て
は
た
さ
れ
て
い
る
」

（
ス
ー
ス
ロ
フ
「
共
産
主
義
へ
の
移
行
期
に
お
げ
る
理
論
問
題
」
１
『
ソ
連
邦
共
産
党
第
二
一
回
大
会
「
一
合
同
出
版
杜
、
第
三
分
冊
六
九
～
七
〇

頁
）
。
な
お
「
ソ
達
共
産
党
新
綱
領
」
は
　
「
杜
会
主
義
国
家
は
発
展
を
か
さ
ね
て
、
今
や
そ
れ
は
勤
労
者
ソ
ビ
ェ
ー
ト
や
労
働
組
合
・
協
同
組
合

お
よ
び
そ
の
他
の
大
衆
団
体
が
統
合
さ
れ
る
杜
会
的
共
産
主
義
自
治
体
に
逐
次
転
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
…
…
現
在
の
国
家
の
経
済
お
よ
び
文

化
管
理
に
類
似
す
る
杜
会
的
機
能
は
、
杜
会
の
発
展
に
正
比
例
し
て
変
化
し
っ
っ
、
完
成
さ
れ
、
共
産
主
義
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

け
れ
ど
も
そ
の
現
わ
れ
の
性
格
と
方
法
は
杜
会
主
義
下
に
お
げ
る
場
合
と
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
計
画
と
記
録
、
経
済
お
よ
び
文
化
の
発
展
の
指

導
な
ど
に
任
じ
て
い
る
諸
機
関
は
現
在
国
家
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
共
産
主
義
の
下
で
は
政
治
性
を
失
っ
て
杜
会
的
白
治
機
関
に
転
化
す
る
で
あ

ろ
う
」
（
一
Ｌ
一
経
済
評
論
」
一
九
六
一
年
九
月
号
別
冊
、
五
一
頁
、
な
お
、
上
野
一
郎
「
ソ
連
に
お
け
る
杜
会
主
義
因
家
の
発
展
」
ｉ
－
経
済
評
論
一

一
九
六
一
年
一
一
月
号
を
参
照
）
。

農
村
人
民
公
杜
の
所
有
制
と
発
展
構
造
（
松
野
）

二
三
一
　
（
五
五
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）

二
三
二
　
（
五
五
八
）

　
追
　
　
記

　
『
広
義
政
治
経
済
学
』
　
『
我
国
過
渡
期
の
国
民
経
済
の
分
析
』
の
著
者
と
し
て
知
名
な
経
済
学
老
、
許
漁
新
は
、
最
近
の
論
文
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

お
い
て
、
　
「
生
産
隊
を
基
本
と
す
る
三
級
所
有
制
」
を
論
ず
る
に
際
し
て
、
麓
山
会
議
の
決
議
を
引
用
し
つ
つ
、
「
『
生
産
隊
（
現
在

で
は
生
産
大
隊
と
よ
ぶ
　
　
引
用
者
）
　
・
生
産
小
隊
　
（
現
在
は
生
産
隊
と
よ
ふ
　
引
用
者
）
．
』
」
と
、
二
つ
の
組
織
単
位
の
名
称
が

あ
ら
た
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
　
「
生
産
大
隊
」
と
い
う
単
位
は
、
武
昌
会
議
の
決
議
に
お
い
１
て
、
各
人
民

公
杜
の
条
件
に
よ
っ
て
は
、
各
種
の
計
画
実
施
・
管
理
効
果
を
た
か
め
る
た
め
に
、
設
置
し
て
よ
い
も
の
と
し
て
、
生
産
隊
、
生
産

小
隊
の
上
級
に
お
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
般
に
は
、
公
杜
－
生
産
隊
－
生
産
小
隊
が
設
置
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
許
樵
新

の
指
摘
が
一
般
に
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
背
策
に
は
、
た
ん
な
る
名
称
上
の
変
更
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

一
九
五
九
年
八
月
当
時
に
確
定
さ
れ
た
生
産
隊
（
基
本
単
位
）
が
、
そ
れ
い
ご
、
生
産
・
建
設
活
動
（
対
自
然
災
害
活
動
）
の
過
程

で
、
し
だ
い
に
規
模
を
拡
大
し
、
当
時
の
生
産
編
成
の
枠
を
こ
え
る
な
ど
、
新
し
い
次
元
に
発
展
し
た
と
い
う
事
態
が
あ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
詳
細
は
な
お
あ
き
ら
か
で
は
な
い
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
三
級
単
位
を
公
杜
－
生
産
隊
－
生
産

小
隊
と
し
て
お
い
た
。
（
「
現
段
階
に
お
け
る
農
村
人
民
公
杜
の
根
本
制
度
を
論
ず
る
」
－
一
一
紅
旗
一
一
九
六
一
年
一
五
．
一
六
合
併
号
）
。

　
　
（
備
考
）
　
本
稿
は
、
天
野
元
之
助
教
授
を
中
心
と
す
る
「
中
国
人
民
公
杜
の
総
合
的
研
究
」
　
（
閉
和
三
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
助
成
金
を
う
け

　
る
）
に
お
い
て
、
筆
者
が
分
担
す
る
課
題
１
「
農
村
人
民
公
祉
に
お
け
る
苓
秩
と
消
費
」
ー
に
接
近
す
る
た
め
に
お
こ
な
っ
た
一
つ
の
前
提
作
業
で

　
お
る
。


